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私は昨年から環境報告書作成ワーキンググループの主査を務めておりますが、まず、今年の東工大環境報告書作
成に携わった皆様に心より感謝いたします。毎年、環境月間特別講演会も本ワーキンググループで主催させていた
だいており、その講演を通して、人間活動が地球温暖化を促進させていることは科学的にも明らかで、カーボン
ニュートラルの取り組みは大変に重要であることがわかりました。

私は生命科学者ですので、旅行に行く度にその場所に生息している生物に興味を持ち、また、地球の自然環境を
愛してきました。今年の報告書の表紙の写真は、新型コロナウイルス感染症パンデミック前に訪れたハワイ島プル
ナウ黒砂海岸でアオウミガメが上陸してきたときの写真です。表紙の写真ですので、ウミガメが主役なのですが、
今回の話題にしたいのはこの海岸の黒砂です。コナ空港が黒い溶岩塊の上にありますように、ハワイ島はいまだに
黒い溶岩の塊の島であることは訪れるとわかります。この黒い溶岩の塊が砕けて砂になり、このような黒砂海岸に
なったと思われます。また、2021年10月に小笠原諸島の海底火山が噴火して発生した黒い軽石が沖縄をはじめ日
本列島沿岸に押し寄せてきたことが報道されたのを覚えておいででしょうか。この黒い軽石により船舶の運行など
に影響が出て問題になりました。観光業の面から、白砂ビーチがこの黒い軽石で埋め尽くされたら景観がどうなる
かも心配されていましたが、私個人はハワイ島の黒砂のようでも悪
くないかなとは思いました。しかし、つい先日、沖縄を訪問した時
には、軽石が海面に浮いていることはなく、ビーチには少し残って
いる状況でした（写真）。黒砂海岸のように砂浜全面が真っ黒では
ないので、現時点では美しくない感じでありますが、黒い軽石は指
でつまむと簡単に砕けてしまうので、以前の白っぽい砂と一緒に
なって馴染んでいくものと思われます。それも個性なのかなと思い
ます。

実は、この編集後記紙面では、海洋を漂うマイクロプラスチック
を集めて顕微鏡写真をお見せしようと計画したのですが、ちょっと
難しいようでした。ウミガメなどがポリ袋を食べてしまったという
ことも報告されていますが、プラスチックも海洋中で砕けてマイクロメートルレベルにまで小さくなっていくよう
です。顕微鏡ではないと見えないくらいに小さくなったプラスチックを生物（人間も）が摂取していると言われて
います。このマイクロプラスチックの生物や地球への影響に関しては、今後のワーキンググループの宿題とさせて
いただこうと思います。

編 集 後 記

「東京工業大学 環境報告書2022」は、以下のQRからも詳細をご覧いただけます。
ダイジェスト英語版は、11月より公開いたしますので併せてご高覧いただければ幸いです。

環境報告書2022 環境報告書2022ダイジェスト 環境報告書2022ダイジェスト英文

2022年9月
環境報告書2022作成ワーキンググループ
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新型コロナウイルスのパン
デミック発生から̏年目をܴ
えても、いまだऩଋが見通せ
ずに、生命や݈߁をڴかすだ
けでなく、ੈքࡁܦもࠞཚす
るなど、さま͟まなࣾ会変化
が生じています。また、ީؾ
変動による問題がੈքに༩え
る影響も年ʑ大きくなってき
ています。このようなさま͟
まな問題に޲き合いながら、

本学は、よりྑいະདྷを見つめて࠷ળを尽くし問題ղܾに取り組んでまいります。
特にީؾ変動問題への取り組みとして、本学では、੓෎が͛ܝた温ࣨޮՌガスのഉ出を全

ମとしてθロにする「カーボンニュートラル」を2050年までにୡ成する目ඪに޲けて、
2021年に学಺のΤネルΪーڀݚに関わるݯࢿを集໿し、ඇ化石ΤネルΪーとそのར༻γス
ςϜのֵ新的なڀݚ開発を行うθロカーボンΤネルΪーڀݚ所をઃ立しました。׭࢈学、地
Ҭ、さらに国ػڀݚࡍ関と࿈携し、持ଓՄೳなΤネルΪーγスςϜの֬立に޲けた՝題のந
出、ղܾのためのオープンイϊベーγϣンによるグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンڀݚ
開発を目指します。

さらに、本学は、2018年̏月に文部科学大ਉから指ఆ国立大学法人の指ఆをडけ、科学
ٕज़の࠷前ઢの開୓のための重点෼໺の一つである「౷合ΤネルΪー科学」のڧ化のため、
2019年にl*nGo4yEnergy（インϑΥγナジー）ڭ�ڀݚҭコンιーγアϜzをઃ立しました。
lビッグデーλ科学zをさま͟まなڀݚにੵۃ的に活༻し、ا業との総合的なΤネルΪーڞಉ
ҭプログラϜおڭ点をもつ特௃的なࢹの၆ᛌ的ܥするとともに、人文ɾࣾ会科学ࢪを実ڀݚ
よͼا業との࿈携によって、ੈ࣍୅を୲うΤネルΪー人ࡐをҭ成し、ڀݚとڭҭの一ମ的運
Ӧを行うことを目的としており、෯޿いࢹ点によるΤネルΪーに関わるڀݚɾڭҭをਪ進し
ています。

これらの取り組みを通じて、本学が͛ܝる「すべての人ྨ、生命のଘ๢に܎わる地球ن໛
の重要な՝題としてڧくೝࣝし、ະདྷੈ୅とともに地球環境をڞ༗するため、持ଓ型ࣾ会の
૑生にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての࢖命役ׂをՌたす」との環境理೦にͮجき、ࣾ会の問
題にԠじたڀݚɾڭҭの変ֵを౿まえて環境問題に取り組み、ڭڀݚҭػ関として学஌のࣾ
会ؐݩをੵۃ的にਪ進することにより࢖命役ׂをՌたしてまいります。

本報告書をͥͻご一ಡ௖き、本学の活動にҾきଓきご理ղとごྗڠをࣀりますようおئい
ਃし上͛ます。

ごあいさつ

「高みを目指して変わり続ける東工大」

2022年9月

東京工業大学௕
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第１章　東京工業大学の概要

１－１　環境方針

１－２　基本的要件

ʪجຊཧ೦ʫ
ੈք࠷高の理工ܥ総合大学を目指す東京工業大学は、環境問題を地Ҭࣾ会のみならず、すべての人ྨ、生命の

ଘ๢に܎わる地球ن໛の重要な՝題であるとڧくೝࣝし、ະདྷੈ୅とともに地球環境をڞ༗するため、持ଓ型ࣾ
会の૑生にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての࢖命役ׂをՌたす。

ʪجຊํ਑ʫ
東京工業大学は、「ະདྷੈ୅とともに地球環境をڞ༗する」というج本理೦にͮجき、地球と人ྨがڞଘする

。型文明を૑生するために、以下のํ਑のもと、環境に関する諸問題にରॲするل21ੈ

東京工業大学環境方針
200�年1月13日੍ఆ

【大岡山キャンパス】　敷地面積 242,724㎡
〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1
˔ 理学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ 工学Ӄ
˔ 物࣭理工学Ӄɹɹɹ˔ ৘報理工学Ӄ
˔ 生命理工学Ӄɹɹɹ˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄ
˔ リベラルアーπڭڀݚҭӃ
˔ 科学ٕज़૑成ڀݚӃ（先ಋ原ڀݚྗࢠ所˞）
˔ 地球生命ڀݚ所ɹɹ˔ オープンϑΝγリςΟηンλー
˔ 事務局ɹそのଞ
˞ 2021年�月1日ɹθロカーボンΤネルΪーڀݚ所にվ組

2021年4月1日

【すずかけ台キャンパス】　敷地面積 225,684㎡
〒22�-8503ɹਆಸ઒ݝԣ浜ࢢ྘区௕௡ాொ4259
˔ 理学Ӄɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˔ 工学Ӄ
˔ 物࣭理工学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ ৘報理工学Ӄ
˔ 生命理工学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄ
˔ 科学ٕज़૑成ڀݚӃ

（ະདྷ࢈業ٕज़ڀݚ所ɾϑロンςΟアࡐྉڀݚ所ɾ
化学生命科学ڀݚ所）
˔ オープンϑΝγリςΟηンλーɹ˔ 事務局ɹそのଞ

【田町キャンパス】　敷地面積 23,223㎡
〒108-0023ɹ東京都港区ࣳӜ3-3-�
˔ ෟଐ科学ٕज़高౳学ߍ
˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄɹɹɹ˔ 事務局

ઃ立 
ɹ1881年5月2�日

 成һ਺（2021年5月時点）ߏ
ɹڭ৬һ   3
��4໊ 
ɹ学ɹ生 11
058໊

報告ର৅ൣғ 
ɹ大岡山キャンパス 
ɹすずかけ୆キャンパス 
ɹాொキャンパス

報告ର৅ظ間：2021年4月1日ʙ2022年3月31日

ガイυライン： 環境報告ガイυライン2018年版、環境報告ߟࢀ
書の記ࡌ事߲౳のखҾき（ୈ3版）、環境報
告書に܎わる৴པ性޲上のखҾき（ୈ2版）

公 表 ഔ ମ： 200�年より本編の΄かダイジェスト（࿨ɾ
英版）を作成、WE#およͼҹ࡮物で公表、
総合安全管理部門౳)1にॳ版から࠷新版を
公開しています。

ɹɹɹɹɹɹɹ（http���XXX.HTmc.titech.ac.jp�）

回発行༧ఆ：2023年9月࣍

研究活動
持ଓ型ࣾ会の૑生にࢿする科学ٕ
ज़ڀݚをより一૚促進する。

環境負荷の低減
自らがٴ΅す環境へのෛՙを࠷小
にཹめるため、環境目ඪとこれにݶ
。ఆし、実行するࡦいた計画をͮج

環境マネジメントシステム
ੈքをリーυする理工ܥ総合大学に;さ
わしい、より先進的な環境マネジメント
γスςϜをߏஙし、ޮՌ的運༻を行うと
ともに、ܧଓ的վળに౒める。

環境意識の高揚
すべての役৬һおよͼ学生に環境ڭ
ҭɾܒ発活動を実ࢪし、大学ߏ成һ全
һの環境ํ਑౳にରする理ղと環境に
関するҙࣝの高༲をਤる。

人材育成
持ଓ型ࣾ会の૑生に޲けて、環境にରす
るҙࣝが高く๛෋な஌ࣝを༗し、֤քの
リーダーとなりうる人ࡐをҭ成する。

社会貢献
ҭ成を通じ、զが国のࡐ活動、人ڀݚ
みならずੈքにݙߩする。
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第
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東京工業大学の概要

１－３　組織構成

学 長
学長選考会議

経 営 協 議 会

総 務 部

総 務 課

広 報 課

理 学 院

工 学 院

物 質 理 工 学 院

情 報 理 工 学 院

生 命 理 工 学 院

環 境・社 会 理 工 学 院

リベラルアーツ研究教育院

先 導 原 子 力 研 究 所

未 来 産 業 技 術 研 究 所

化 学 生 命 科 学 研 究 所

フロンティア材料研究所

附 属 図 書 館 す ず か け 台 分 館

イノベーション人材養成機構

物質・情報卓越教育院

リーダーシップ教育院

超スマート社会卓越教育院

ものつくり教育研究支援センター

教 育 革 新 セ ン タ ー

学術国際情報センター

放 射 線 総 合 セ ン タ ー

極低温研究支援センター

附属科学技術高等学校

す ず か け 台 分 室

主 計 課

経 理 課

契 約 課

すずかけ台会計課

学 生 支 援 課

留学生交流課

入 試 課

財 務 部

学 務 部

博 物 館

オープンイノベーション機構

地 球 生 命 研 究 所

元素戦略研究センター

地球インクルーシブセンシング研究機構

学 生 支 援 セ ン タ ー

保 健 管 理 セ ン タ ー

監 査 事 務 室

研 究 基 盤 戦 略 室
設 計 製 作 部 門
分 析 部 門
教 育 支 援 部 門
情 報 基 盤 支 援 部 門
安全管理・放射線部門
マイクロプロセス部門
バ イ オ 部 門
遺 伝 子 実 験 施 設
動 物 実 験 施 設

監 査 室

情報活用 I R 室

教育研究資金
適 正 管 理 室

人 事 課 労 務 室

安 全 企 画 課

すずかけ台総務課

火山流体研究センター

理財科学研究センター

系外惑星観測研究センター

量子物理学・ナノサイエンス先端研究センター

教育施設環境研究センター

サイバーセキュリティ研究センター

科 学 技 術 創 成 研 究 院

先進エネルギーソリューション研究センター

社会情報流通基盤研究センター

細 胞 制 御 工 学 研 究 セ ン タ ー

全 固 体 電 池 研 究 セ ン タ ー

ビッグデータ数理科学研究ユニット

アトムハイブリッドマテリアル研究ユニット

バイオインタフェース研究ユニット

ナ ノ 空 間 触 媒 研 究 ユ ニ ッ ト

エネルギー・情報卓越教育院

社 会 人 ア カ デ ミ ー

量子コンピューティング研究ユニット

化学資源持続生産研究ユニット

学院等事務部

研 究 企 画 課

教育プログラム推進室

附属科学技術高等学校業務推進課

産 学 連 携 課

情報図書館課

情 報 基 盤 課

施設総合企画課

施 設 整 備 課

再開発推進室

理学院業務推進課

研 究 推 進 部

施 設 運 営 部

企画・国際部

生命理工学院業務推進課

情報理工学院業務推進課

工学院業務推進課

（2021年4月1日）
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危 機 管 理 室

人 事 委 員 会
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Tokyo Techアドバイザリーボード

未来社会DES IGN機構

ダイバーシティ推進室

キャンパス革新オフィス

戦 略 的 経 営 オ フ ィ ス

教 育 ・ 国 際 連 携 本 部

研 究 ・ 産 学 連 携 本 部

キャンパスマネジメント本部

企
画
立
案
執
行
組
織

研
　究
　所

研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
ユ
ニ
ッ
ト

共
通
教
育
組
織

共
通
支
援
組
織

事

　務

　局

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

研
究
拠
点
組
織

学
　
　
　
　院

監 事

教育研究評議会

部 局 長 等 会 議

総括理事・
副学長

理事・副学長
（企画）

理事・
副学長
（教育）

理事・
副学長
（研究）

理事・
副学長
（財務）

理事・
副学長
（法務労政）

役 員 会

学
　
　  

長
　
　  

室

異 種 機 能 集 積 研 究 ユ ニ ッ ト

AIコンピューティング研究ユニット

生 体 恒 常 性 研 究 ユ ニ ッ ト

福 島 復 興・再 生 研 究 ユ ニ ッ ト
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੒һߏ ˙

Ϛωδϝϯτਪਐମ੍ڥ؀ ˙

【教職員・学生・生徒等】� ※課程学生のみ掲載

区　　分 役員

教員

区　　分

学士 大学院 附属科
学技術
高等学
校

学生・
生徒
合計教授 准教授 講師 助教 教務

職員 教諭
実習助
手・養
護教諭

合計 類 学院 学部 修士
課程

博士
後期
課程

学長、理事・副学長、監事 � � 1類～7類 � �
理学院 �� �� � �� � ��� 理学部 �� ��
工学院 �� �� � �� � ��� 工学部 �� ��
物質理工学院 �� �� � �� � ��� 生命理工学部 � �
情報理工学院 �� �� � �� � �� 理学院 ��� ��� ��� �
���
生命理工学院 �� �� � �� � �� 工学院 �
��� �
��� ��� �
���
環境・社会理工学院 �� �� � �� � ��� 物質理工学院 ��� ��� ��� �
���
リベラルアーツ研究教育院 �� �� � � � �� 情報理工学院 ��� ��� ��� ���
科学技術創成研究院 �� �� � �� � ��� 生命理工学院 ��� ��� ��� �
���
元素戦略研究センター � � � � � � 環境・社会理工学院※1 ��� ��� ��� �
���
地球生命研究所 � � � � � � 理工学研究科 �� ��
リーダーシップ教育院 � � � � � � 生命理工学研究科 � �
エネルギー情報卓越教育院 � � � � � � 総合理工学研究科 �� ��
保健管理センター � � � � � � 情報理工学研究科 � �
学生支援センター � � � � � � 社会理工学研究科 �� ��
教育革新センター � � � � � � イノベーションマネジメント研究科※2 � �
学術国際情報センター � � � � � �� 附属科学技術高等学校 ��� ���
放射線総合センター � � � � � �
博物館 � � � � � � 
オープンイノベーション機構 � � � � � �
戦略的経営オフィス � � � � � �
キャンパスマネジメント本部 � � � � � �
附属科学技術高等学校 �� � �� � �
��� �� �
��� �
��� ��� ��
���

合　計 8 ��� ��� �� ��� � �� � 1,113

区　　分 事務系 技術技能系 医療系 合　計
事務職員・技術職員等 494 111 3 608

区　　分 特命教授 特任教授 特任准教授 特任講師 特任助教 特定教授 特定准教授 特定講師 特定助教 その他 合　計
非常勤教員 �� ��� �� �� �� �� �� � � � ���

区　　分 副学長 事務系 技術技能系 医療系 教務系 合　計 総　合　計
非常勤職員 5 931 498 4 11 1,449 14,722

※1　環境・社会理工学院の修士課程欄は一部専門職学位課程を含む
※2　イノベーションマネジメント研究科の修士課程欄は専門職学位課程
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ΩϟϯύεϚωδϝϯτຊ෦

 トップマネジメントɹ▶学௕ 
ɹ環境ํ਑の表明
ɹ 環境ํ਑にͮجく環境配ྀの取り組みにඞ要ෆՄܽな学

಺ݯࢿを౤ೖ
 環境管理責任者　▶総合安全管理部門௕ 
ɹ 環境管理ɾ環境配ྀの取り組みのための੹೚者、環境マ

ネジメントγスςϜ（E.4）の֬立、実ࢪ、ҡ持、վળ
 推進組織　▶ 総合安全管理部門、লΤネルΪーਪ進部門、

֤地区安全Ӵ生ҕһ会 
ɹ 大学全ମのE.4のߏங作業、環境目ඪのઃఆ、環境計画

の作成作業、環境ଆ面のௐ੔、環境影響ධՁ、そのଞਪ
進にඞ要な業務

 推進事務局　▶総務部ɾࢪઃ運Ӧ部およͼ関܎部ॺ 
ɹ環境配ྀの取り組みをԁ׈に進めるための事務ॲ理୲౰
 実施・運用部門　▶֤部局（֤部局౳安全Ӵ生ҕһ会をؚむ） 
ɹ環境配ྀの取り組みの実ࢪ、運༻
 環境内部監査グループ　▶ 環境ڭҭをઐ門とするڭһから

なる「環境಺部؂査グループ」 
ɹ 環境管理状況、環境配ྀの取り組み಺༰、環境อ全実ࢪ

の಺部؂査

ɹ本学は、以下環境マネジメントਪ進ମ੍のもと、全学一ମとなりܧଓ的に環境อ全活動に取り組んでいます。

（2021年5月1日）



5

第
̍
章

東京工業大学の概要

１－４　科学技術創成研究院ゼロカーボンエネルギー研究所の設置
本学は、2021年�月1日に科学ٕज़૑成ڀݚӃ先ಋ原ڀݚྗࢠ所をվ組し、 

θロカーボンΤネルΪーڀݚ所（ུশ「θロカーボンݚ」、;$）を開ઃしました。

ٸ、をܴえ、物ɾ৘報の๛かなศརな時୅をܴえたと思ったのもଋの間ل21ੈ
ܹなީؾ変動、感染症֦大などの環境変化に຋࿔され、人ྨは自然の大きさと人
間のແྗさをೝࣝしだしております。本ڀݚ所は20ੈل型の化石ݯࢿにա度にґଘしたࣾ会を൓লし、地球環境に਌࿨
性のあるカーボンニュートラル型のࣾ会へのస׵を目指しています。

そこで本ڀݚ所では、θロカーボンΤネルΪー（;$E）にͮجく୸ૉɾ物࣭॥環γスςϜをߏஙし、カーボンニュー
トラル（$/）ࣾ会の実現にݙߩすることをΰールとし、実現にඞ要なٕज़のڀݚ開発を行っています。$/ࣾ会実現に
ついてਤ1は、日本が目指している2050年$/ࣾ会実現へのల๬（ΤネルΪーڅڙଆを化石೩ྉґଘから࠶生ՄೳΤネル
Ϊー（࠶Τネ）、原ྗࢠΤネルΪーの;$Eへとのస׵を行う）をࣔしています。また、ਤ2は、本ڀݚ所が目指すΤネル
Ϊーࣾ会をࣔしています。まず、一࣍ΤネルΪーに;$Eをಋೖします。;$Eの一つである࠶Τネはఱީにґଘした出ྗ
変動がඇৗに大きいため、出ྗの安ఆ化が重要です。一ํでध要ଆにも変動があり、ΤネルΪーஷଂのػೳがඞਢなた
め஝ి（ి஑）、஝೤ػೳが重要となります。また、ध要ଆはଟくの෼໺で୸ૉݯࢿのڅڙもඞ要です。そのためഉ出さ
れるೋࢎ化୸ૉを回ऩし、;$Eによって୸ૉݯࢿに変׵し॥環࠶ར༻することやΤネルΪーキャリア（˞1）のڅڙおよ
ͼΤネルΪーࡐྉ物࣭の回ऩɾ෼཭ɾ࠶生を行うことも重要となります。Ճえて、原ྗࢠΤネルΪーはࣾ会にෆ安をも
たらしておりますが、و重なθロカーボンΤネルΪーととらえ、安全かつࡁܦ的な原ྗࢠΤネルΪーγスςϜを開発す
るとともにあわせて์ࣹઢར༻ٕज़ڀݚを進めていくこともඞ要です。本ڀݚ所では、これら;$Eの੡଄、ޮ཰的なར
༻、ஷଂ、物࣭変׵、ࣾ会ར༻、॥環ར༻などの要ૉٕज़と、これらを࠷ద化したΤネルΪーネットワークのߏஙをแ
ׅ的にڀݚし、持ଓՄೳなΤネルΪーࣾ会のߏஙへのٕज़ݙߩを目指しています。

そしてڀݚのࣾ会実૷をՃ଎するためにグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンɾイニγアςΟϒ（Tokyo Tech G9*）
事業（˞2）をల開します。グリーンɾトランスϑΥーメーγϣン（G9、྘స）は$/化にԠじた࢈業およͼࣾ会のߏ଄
の変化を表し、Tokyo Tech G9*ではG9に関わる新たな՝題にରして、࢈学׭、ࣾ会、ࢢຽとが࿈携したオープンイϊ
ベーγϣンでのղܾを目指します。G9の実現は個別のٕज़では成り立たず、ଟくのڀݚの࿈携が重要です。美しい地球
環境のҡ持に޲けて国಺֎の組৫、人ʑと࿈携してڀݚ所活動のల開を進めております。

ゼロカーボンエネルギー研究所HP：http://www.zc.iir.titech.ac.jp/jp/index.phpゼロカーボンエネルギー研究所HP：http://www.zc.iir.titech.ac.jp/jp/index.php

˞̍ɹΤネルΪーキャリア
ɹɹɹ ΤネルΪーキャリアとは、θロカーボンΤネルΪーを༻いて生成した物࣭を指し、物࣭のܗでར༻ଆに༌ૹし࠶度ΤネルΪーを発生す

る物࣭。ਫૉ、アンϞニア、合成೩ྉとしてのメλン、メλϊールなどが୅表ྫ
˞̎ɹグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンɾイニγアςΟϒ（Tokyo Tech G9*）事業
ɹɹɹhttp���XXX.[c.iiS.titech.ac.jp�jp�G9*�inEeY.php

図1　一次エネルギーのゼロカーボン化展望 図2　研究所の目指すエネルギー社会
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第２章　環境に貢献する科学技術研究

୤୸ૉͷ࣮ݱʹ͸lάϦʔϯδϨϯϚͷղফz͕ෆՄܽ
୤୸ૉࣾ会はੈքڞ通の目ඪであり、目下わが国でもさま͟まな取り組みが進められています。その実現にはࣾ会の

͛ܝとしてࡦのಋೖが国ݶ大࠷༏先かつ࠷生ՄೳΤネルΪーの࠶められますが、ΤネルΪー෼໺ではٻが׵଄的なసߏ
られています。কདྷは෩ྗ発ిとଠཅ光発ిが主ྗిݯを୲っていくことがظ଴されるとこΖです。

෩ྗやଠཅ光による発ిは温ࣨޮՌガスをഉ出しないクリーンなΤネルΪーとして一ൠ的に஌られていますが、発ి
に൐うトラϒルやۤ৘が後をઈたないのが現実です。ిྗは私たちの生活にとってࢪઃがઃஔされる地Ҭでは事業実ࢪ
ܽかせませんが、それを作り出すաఔにおいて影響やリスクをθロにすることはありಘないのです。ۙ࠷では、࠶生Մ
ೳΤネルΪーࢪઃを「/*.#:（ニンビー：/ot *n .y #ack :aSEのུ語）」とݺͿ人もいます。これは総࿦ࢍ成֤࿦൓
ରをҙ味し、総࿦として࠶Τネにࢍ成するものの、֤࿦（ʹ自෼のՈのۙくへのݐઃ）は൓ରがىこる現৅を指します。
地
ㅡ

球
ㅡ

温暖化問題と࠶Τネಋೖによる地
ㅡ

Ҭ
ㅡ

環境問題、このグリーンジレンマともいうべき事ଶをいかにಉ時ղܾするかが
問われています。

ஙߏըֶzͷܭੜՄೳΤωϧΪʔ࠶ܕੜڞϛογϣϯͱͯ͠ͷl஍Ҭڀݚ
౰ࣨڀݚでは、このようなΤネルΪー問題のジレンマをղফするために、環境計画の立場から੓ࡦఏ言につながるݚ

の྆面からのアプローチ、すなわちࡦと、ᶄ地Ҭศӹの૑出ࡦݮに取り組んでいます。۩ମ的には、ᶃ環境影響の௿ڀ
事業実ࢪに൐うネガςΟϒな影響をݮらすためのํࡦと、事業の実ࢪが地ҬにもたらすポジςΟϒな影響を生み出すこ
とをಉ時に実現していくํ法࿦をݕ౼しています。これを「地Ҭڞ生型࠶生ՄೳΤネルΪー計画学」とݺんでいます。

など事ྫによりさま͟ま֐ࡂ໺ௗিಥ、౔砂、࠾生ՄೳΤネルΪーをめ͙る地Ҭトラϒルは、૽Ի、景観、৿ྛെ࠶
です。事業に൓ରするのは地Ҭॅຽだけでなく、環境อ全ஂମや地ݩ自࣏ମの場合もあります。それͧれの事業や地Ҭ
の特性を౿まえて、どのような要Ҽで環境ฆ૪が発生しղফされるのか、アンέートௐ査や立地特性のղੳなどからメ
カニζϜのղ明に取り組んでいます。また、トラϒルを事前に回ආするための環境配ྀの࢓組みとしての環境アηスメ
ントや、ΤネルΪーの॥環を促すなど地Ҭメリットを૑り出すことで地Ҭの合ҙܗ成をਤるためのํ法࿦のղ明を目指
しています。

２－１　最先端の環境関連研究内容 ～トピックス～

ʮ஍Ҭڞੜ࠶ܕੜՄೳΤωϧΪʔܭըֶͷߏஙΛ໨ͯ͠ࢦʯ

環境ɾࣾ会理工学Ӄ ༥合理工学ܥ
准教授　錦澤 滋雄

錦澤研究室のコンセプト図
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Q1ɽ先生がこの෼໺のڀݚを࢝めたきっかけはԿですかʁ
Q2ɽ グリーンジレンマղফのためのアプローチの1つである「地Ҭศӹの૑出」には۩ମ的に

はどういったものがあるでしょうかʁ
Q3ɽ「環境アηスメント」とは۩ମ的にどういったことを行うのでしょうかʁ
Q4ɽ環境問題や4%GTの取り組みに関して今後のҙࠐؾみをڭえてください。
Q5ɽ学生へのメッηージをおئいします。

"1 ɽ20年΄ど前、ത࢜߸を取ってす͙にスウェーデンɾΰットランυ島というੈքҨ࢈の島をڀݚプロジェクト
の一環で訪問しました。洋上の෩ं܈や઒にઃけられた小ਫྗ発ిなどを見学し、地ݩ自࣏ମ৬һによる࠶Τ
ネಋೖビジϣンのプレθンをฉいて目からྡྷでした。その10年後、学生がا画したθミ合宿でҏ౾の෩ྗ発ి
者ڀݚࡦから、環境੓ݧܦΤネとॅຽとのトラϒルの事実を஌りました。それらの࠶、会がありػઃを見るࢪ
として୤୸ૉの実現にݙߩしたいというؾ持ちを持つようになったことがきっかけです。

"2 ɽചిऩೖの一部を地Ҭにۚجとしてؐݩするํ法があります。೶ྛړ業のৼ興やまちͮくりなど్࢖やडӹ
者をॊೈにܾめられるのがར点です。またۙ࠷は、ଠཅ光パネルの下部で໺ࡊなどをӦ೶するιーラーγェア
リングが進められており、೶地で発ిしたిྗをトマトのਫ࠿ߞഓに活༻するなど、࠶Τネで発ిしたిྗを
地ݩのために࢖う「ిྗの地࢈地ফ」の࢓組みも実ફされています。

"3 ɽ道࿏、మ道、ダϜ、ΰミのॲ෼場、発ి所や都ࢢ開発など、事業による影響を事前に༧ଌɾධՁして、環境
やࣾ会に配ྀしながら事業を進めていくための࢓組みです。一࿈のखଓきでは、ॅຽや環境/G0など事業に関
心を持つさま͟まなスςークϗルダーとコミュニέーγϣンしながらݕ౼していく点に特௃があります。

"4 ɽ環境アηスメントは、環境にՃえて、ࡁܦやࣾ会面もؚむ持ଓՄೳ性アηスメントへの進化がٻめられてい
ます。持ଓՄೳ性アηスメントでは、4%GTの持ଓՄೳな開発目ඪをいかに取りࠐんでいくかも大きな՝題の一
つと言われています。今後は、そのようなςーマにも௅ઓしていきたいとߟえています。

"5 ɽ୤୸ૉに޲けて、ੈքが変ֵしつつあります。どんな組৫や立場でもそこへのదԠがٻめられます。その༧
ஹが皆さんには見えていますかʁ୤୸ૉをl自෼事zとしてଊえてみたとき、কདྷのビジϣンやੈքがきっとҧっ
て見えてくるでしょう。

Ｑ＆Ａ

੓ࡦఏݴɺܭըཱҊͷࢧԉʹΑΔࣾձݙߩ
でৗに実ࣾ会へϑΟーυόックすることを心ֻけています。地Ҭでܗఏ言というࡦを通じて֫ಘした஌見は、੓ڀݚ

ԁ׈に࠶Τネをಋೖしていくための「κーニング」とݺばれる立地༠ಋ計画、環境配ྀガイυライン、地Ҭの࠶Τネビ
ジϣン、༏ྑ事ྫ集の作成など、環境লによる੓ࡦや自࣏ମの取り組みࢧԉ、ຽ間ا業とのコラボレーγϣンを通じて
ࣾ会実ફを進めています。これらの活動は持ଓՄೳࣾ会や୤୸ૉを実現するためのࣾ会的なݙߩというҙ味もあります
が、新たなڀݚニーζを発見するو重なػ会でもあるのです。

錦澤研究室HP：http://www.nishikiz.depe.titech.ac.jp



8

環境に貢献する科学技術研究

軽くてৎ෉でՃ工性のྑいプラスチックは現୅ࣾ会にܽかせないૉࡐですが、石༉化学工業で大ྔ生࢈されるプラス
チック੡඼のଟくはγングルϢースです͙にΰミとされます。これら石༉合成プラスチックの΄とんどは自然環境中で
は難෼ղ性であるために、海や山などの自然環境にྲྀ出した大ྔのプラスチックΰミによる環境Ԛ染がਂࠁな問題となっ
てきています。ۙ年では、海洋には陸地からྲྀೖしたプラスチックΰミや、その่յにより生じた微小αイζのプラス
チック（マイクロプラスチック）が大ྔに漂っていることが明らかにされつつあり、生ଶܥや私たちの݈߁への悪影響
がݒ೦されています。2019年�月に大ࡕで開催されたG20においては、海洋プラスチックΰミによる新たなԚ染を
2050年までにθロにすることを目指す「大ࡕϒルーɾオーγャンɾビジϣン」がڞ༗されました。この海洋プラスチッ
クΰミ問題のରࡦにはഇغプラスチックの管理とリαイクルが重要ですが、自然環境にྲྀ出するプラスチックΰミをθ
ロにするのも難しいのが現状です。このような自然環境にྲྀ出したプラスチックは、෼ղされてなくなってしまうのが
๬ましいと言えます。

自然քには、ώυロキγアルカンࢎϢニットが重合したポリΤスςルであるポリώυロキγアルカン（"(1）ࢎをஷଂ
物࣭として細๔಺に஝ੵする微生物がଟくଘࡏします。この微生物࢈生ポリΤスςルは組成によってはプラスチックとし
ての性࣭をࣔし、また、環境中のさま͟まな微生物によって෼ղされる生෼ղ性を༗するのが特௃です（ਤ1）。Ճえて、
この1)"の生࢈原ྉとなるのは石༉ではなく、微生物に༩える౶や২物༉などのカーボンニュートラルのόイオマスࢿ
଴されてきましたが、特にۙ年では1)"の生෼ظとしてࡐૉࢠになります。これらの点から1)"は環境௿ෛՙ型高෼ݯ
ղ性は海洋環境でも高いことがࣔされており、海洋ྲྀ出しても影響の少ない高෼ࢠૉࡐであるとߟえられています。

1)"の一छであるポリ（（Rð-3-ώυロキγϒλンࢎ）ʦ1ï3)#）ʧを஝ੵする微生物はଟくଘࡏします。しかしながら、 
1ï3)#）はߗくて੬い性࣭があり、このままでは࢖いউखがよくありません。1)"生ە࢈の細๔಺ではόイオマス原ྉ
からछʑの୅謝ܦ࿏により生成したϞϊマー（ώυロキγアγル-$o"）が重合߬ૉの作༻によって高෼ྔࢠのポリΤス
ςルへと重合されます。この୅謝߬ૉや重合߬ૉはҨ఻ࢠにコーυされているので、Ҩ఻ૢࢠ作によりվ変することで
ҟなるߏ଄のϞϊマーがڞ重合して物性が変化した1)"を生合成することができます（ਤ2）。私たちのࣨڀݚでは、
1)"生ە࢈にόイオマスの取りࠐみや෼ղ୅謝のڧ化、Ϟϊマー生成ܦ࿏のઃ計とಋೖ、վ変重合߬ૉのಋೖといった

ʮඍੜ෺Ͱͭ͘Δڥ؀௿ෛՙܕϓϥενοΫʯ

生命理工学Ӄ 生命理工学ܥ
教授　福居 俊昭

ࣗવڥ؀த
ͷඍੜ෺ʹ
ΑΔ෼ղඍੜ෺ࡉ๔಺ʹ

஝ੵͨ͠1)"

நग़ɾ੒ܗՃ޻

C
O

CH2
C

R H

xO

όΠΦϚε
ྉݪ

ഓཆ

図1　微生物により合成されるポリヒドロキシアルカン酸（PHA）
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図2　遺伝子組換えによる共重合ポリエステル生産微生物の育種
 

όΠΦϚε
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染色体
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ม׵
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ॏ合

DNA

߬ૉ$
ʢෆཁʣ

Ҩ఻ࢠ૊͑׵ඍੜ෺

×
ήϊϜ編集

Q1ɽ先生がこの෼໺のڀݚを࢝めたきっかけはԿですかʁ

Q2ɽ微生物でつくられたプラスチックはどのような੡඼に޲いているでしょうかʁ

Q3ɽ微生物でつくるプラスチックの実༻化に޲けた՝題はԿですかʁ

Q4ɽ環境問題や4%GTの取り組みに関して今後のҙࠐؾみをڭえてください。

Q5ɽ学生へのメッηージをおئいします。

"1 ɽ大学Ӄでは߬ૉをར༻した൓Ԡのڀݚだったので、学Ґ取ಘ後にはҨ఻ࢠ組׵えٕज़を࢖ۦしたڀݚをして
みたいと思っていたとこΖ、この微生物プラスチックをڀݚର৅とするࣨڀݚにՃわり、プラスチック生合成
。ղੳを୲౰したのがきっかけですࢠのҨ఻ە

"2 ɽ೶業ɾړ業༻などの԰֎で࢖༻される੡඼や、食඼แ૷ࡐやカトラリーɾストローなど、γングルϢースで
環境にྲྀ出するリスクのある੡඼へのར༻がظ଴されています。

"3 ɽଟ様な༻్へのల開がՄೳとなる物性の޲上とૉࡐछの֦大にՃえ、௿コスト生࢈が՝題です。

"4 ɽόイオςクϊロジー、微生物工学が環境問題のղܾにもݙߩできることをࣔしていけるよう、ؤுっていき
たいと思います。

"5 ɽڀݚはਏいこともଟいですが、自෼で૑ҙ工෉して成Ռがಘられたときのうれしさは֨別です。ૅجをしっ
かりと学ͼつつ、自෼が興味あるڀݚを見つけて、αイΤンスをָしんでください。

Ｑ＆Ａ

福居研究室HP：http://www.fukui.bio.titech.ac.jp/

վ変をࢪすҨ఻ࢠ組׵えを行い、安Ձなόイオマス原ྉから࢖いやすい1)"をޮ཰よく生࢈できる微生物を作り出すݚ
に取り組んでいます。l微生物zとlプラスチックzはົな取り合わせのように見えますが、微生物のチカラを環境問題のڀ
ղܾにར༻していく実ફྫの一つとなることを目指しています。
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本学では、科学ɾٕज़のྗでੈքにݙߩするため、学生が自ら進んで学ͼ、஁࿉するlࢤzをҭみ、୎ӽしたઐ門性にՃ
えてリーダーγップをඋえた理工ܥ人ࡐをཆ成することを目的として、ڭҭを行っています。クΥーλー੍、科目ナン
όリング੍度などもಋೖされており、学生が自らの興味ɾ関心にͮجいて、޿いࢹ໺の中で၆ᛌ的にかつମܥ的に学Ϳ
ことを重ࢹするڭҭを実現しています。新しいڭҭγスςϜの中では、高いྙ理観をҭむ環境関࿈のカリキュラϜも重
。されていますࢹ

以下は、学࢜՝ఔおよͼ大学Ӄ՝ఔにおいて開講している環境関࿈の主なत業科目とड講者਺（2021年度）です。

ʲֶ࢜՝ఔͷؔڥ؀࿈तۀՊ໨ 　r　　˞（ɹ）科目਺およͼड講者਺

1年࣍ 現ࡏの地球環境問題を֓観し、॥環型ࣾ会ɾ持ଓՄೳなࣾ会ܗ成を೦಄におき、安全にରするҙࣝ޲上と環境ྙ
理観を਎につけるためのत業が開講されています。100൪୆（1科目：�95人）

2ʙ4年࣍ ：でのઐ門にԠじたカリキュラϜが開講されています。200൪୆（5科目：250人）、300൪୆（17科目ܥ֤
79�人）˞一部の科目は英語で開講されています。

ʲେֶӃ՝ఔͷؔڥ؀࿈तۀՊ໨ 　r　　˞（ɹ）科目਺およͼड講者਺

֤コースでのઐ門にԠじたカリキュラϜが開講されています。400൪୆（32科目：1
11�人）、500൪୆（12科目：
25�人）、�00൪୆（1科目：7人）、デΟγプリンのコースのଞにも、ΤネルΪーコース、Τンジニアリングデβインコー
ス、ライϑΤンジニアリングコース、原֩ࢠ工学コース、஌ೳ৘報コース、都ࢢɾ環境学コースなど、෼໺ԣஅ型の
大学Ӄ՝ఔとして、਺ଟくの環境関࿈カリキュラϜを開講しています。大学Ӄ՝ఔでは、講ٛ（すべてのઐ門科目）
が英語で開講され、ཹ学生の環境ڭҭにもରԠするカリキュラϜとなっています。

科目ナンόリング੍度： त業科目の学問෼໺や難қ度、त業科目の関࿈ɾॱং౳を明ࣔし、ڭҭ՝ఔのମܥ性をわかりやすくするために、すべての科目に「科
目コーυ」を෇けており、この࢓組みをナンόリングといいます。

ナンόリング：httpT���aEmiTTionT.titech.ac.jp�Tchool�GeatuSeT�eEucation@SeGoSm.html
ܥ ɾ コ ー ス：httpT���aEmiTTionT.titech.ac.jp�Tchool�

ʲ஍ڥ؀ٿͱΤωϧΪʔγεςϜʳେֶӃ՝ఔ։ߨՊ໨ɿֶ޻֩ࢠݪίʔε
物࣭理工学ӃɹԠ༻化学ܥɹ准教授　原田 琢也

l地球温暖化zというਂࠁなީؾ変動のػةに௚面し、ੈք֤国においてその進行を食いࢭめるためのさま͟まな行動が
開࢝されています。この地球温暖化は、18ੈلの࢈業ֵ命以߱の人ҝ的活動、言い׵えれば、その人ҝ的活動に൐うΤ
ネルΪーফඅの݁Ռ、大ؾ中へ์出され、஝ੵされてきた$0⒪を୅表とする温ࣨޮՌガスのೱ度上ঢにىҼするもので
あることが、*1$$（*nteSHoWeSnmental 1anel on $limate $hanHe：国࿈ީؾ変動に関する੓෎間パネル）のධՁな
どから明らかとされつつあります。

本学の原֩ࢠ工学コースが開講する大学Ӄ科目「地球環境とΤネルΪーγスςϜ」（/$-.0513）では、このਂく૬関した
地球環境とΤネルΪーの問題について、ΤネルΪーڅڙ、変׵、ར༻プロηス、さらにはΤネルΪー੓ࡦの観点からそのఆྔ
的かつ実ફ的な学मを行っています（ਤ1）。私たち人ྨは、ిؾ、೤、そして運動（༌ૹ）とさま͟まなܗでΤネルΪーをফ
අしています。そしてそのΤネルΪーを、特にカーボンを一つのΤネルΪーキャリアとしてݹ୅のଠཅΤネルΪーが変׵ஷଂ
されたl化石೩ྉz、原֩ࢠの変׵や֩൓Ԡによって生み出されるl原ྗࢠz、そしてଠཅ光、෩ྗ、ਫྗといったl自然ΤネルΪーz
をݯにして生み出しています。কདྷの持ଓՄೳな新しいΤネルΪーγスςϜを֬立するためには、これらのさま͟まなΤネル
Ϊーݯをいかにར༻していくか、それͧれのΤネルΪーݯの特௃とྔ、
そしてそれが༩える影響をしっかりとఆྔ的に෼ੳしてγスςϜの࠶
ஙを行っていくことがෆՄܽです。そしてその運༻にඞ要な新しいߏ
࣍、ྉɾ新しいٕज़を開発していくඞ要があります。本講ٛを通じࡐ
ੈ୅を୲う学生が、কདྷのٕज़者、科学者、もしくは੓ࡦのܾఆ者と
して、この重要な役ׂをे෼にՌたすことができるよう、そのج൫と
なる学ज़஌見と行動ྗをしっかりとमཆすることを目ඪにしています。

第３章　環境教育と人材育成

３－１　環境関連カリキュラムの充実

図1　地球環境とエネルギーの相関と本講義の学習内容
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ʲΤωϧΪʔɾ৘ใ୎ӽڭҭ՝ఔʳ
ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭӃ௕ʗ物࣭理工学ӃɹԠ༻化学ܥɹ教授　伊原 学

（*nGo4yEnergyڀݚʗڭҭコンιーγアϜɹ୅表）

ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭӃは、ΤネルΪーをビッグデーλの"*ղੳなどによってݡくར༻し、ΤネルΪーコストや
$0⒪ഉ出などのΤネルΪーར༻の੍໿からղ์された人間中心の持ଓՄೳなΤネルΪーࣾ会への変ֵを目指しています。
そのため「ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭ՝ఔ」をԁ׈に実ࢪし、
もってΤネルΪーのଟݩ的学理をۃめ、ビッグデーλαイΤ
ンスおよͼࣾ会ߏ૝ྗにより、新しいΤネルΪーࣾ会を変
ֵɾデβインする「マルチスコープɾΤネルΪー୎ӽ人ࡐ」
をཆ成することを目的としています。学Ӄԣஅ的にબൈされ
たΤネルΪーʗ৘報関࿈の学生は、特৭あるڭҭプログラϜ
をमത一؏でཤमするだけでなく、࢈学࿈携ڀݚにもࢀ画
し、ॆ実したࡁܦ的ࢧԉをडけることができます。
「マルチスコープɾΤネルΪー୎ӽ人ࡐ」のཆ成は、Τネ

ルΪーʗ৘報科学関࿈のا業、公的ػ関、海֎トップ大学と
本学ڭһでߏ成される「*nGo4yEnergyڀݚʗڭҭコンιー
γアϜ」の活動の一؏であり、「ڀݚ」と「ڭҭ」との࿈動（ਤ
に高めてڞҭ成の࣭をࡐと人ڀݚ学࿈携࢈র）によってࢀ1
いくことを目指しています。

本ߍにおける環境ڭҭは、ઐ門ڭ科「工業」を通じて、科学的なࢹ点で環境をଊえる࢟੎のҭ成を目指しています。
2021年度の主な取り組みは以下のとおりです。
̍ɽʮάϩʔόϧࣾձͱٕज़ʯͷதͰͷऔΓ૊Έ

ୈ1学年޲けの本ߍ学ߍઃఆ科目「グローόルࣾ会とٕज़」の中で、「環境と人間」と題してत業を行いました。ϖッ
トボトルや地球のΤネルΪーऩࢧ౳のࢹ点からߟえる環境を題ࡐに学शしました。
̎ɽʮ՝୊ڀݚʯͰͷऔΓ૊Έ

ୈ3学年޲けの科目「՝題ڀݚ」にて取り組んだ、環境やΤネルΪーに関するςーマの一部を঺հします。
ɾటి஑の作成と性ೳධՁ（Ԡ༻化学෼໺）ɹɾഇプラスチックの೤෼ղおよͼ೤෼ղ生成物の෼ੳ（Ԡ༻化学෼໺）
ɾໟ൅༝དྷのέラチンを༻いたプラスチックの合成（Ԡ༻化学෼໺）ɹɾચࡎのਫ࣭Ԛ୙ෛՙに関する࡯ߟ（Ԡ༻化学෼໺）
ɾϑーυロスݮ࡟γスςϜのڀݚʙྫྷଂݿ಺の自動ࡱ影ɾ管理૷ஔの੡作ʙ（ిࢠిؾ෼໺）
̏ɽ ڥ؀লओ࠵ʮ͙͙ΔϓϩδΣΫτ　ϥδΤʔγϣϯΧϨοδηϛφʔʯΛ։࠵

2021年10月に、環境লの「͙͙るプロジェクトɹラジΤーγϣンカレッジηミナー」
を本ߍで開催しました。これは、環境লが์ࣹઢの݈߁影響に関する৘報発৴をల開して
いるプロジェクトであり、高ߍ生をର৅に、「৘報の৴པ性をߟえる」、「खज़におけるςク
ϊロジー」をςーマとし、์ࣹઢに関する৘報をಡみղくྗと෩ධにまどわされない൑அ
ྗを਎につけること、また、生ెが現ࡏ学んでいる科学ٕज़がҩྍ現場でどのように࢖わ
れているのかを஌ることによって、さらに科学ٕज़に興味ɾ関心を持ってもらうことを目
的とした講演をおこなってもらいました。講演は૒ํ޲の環境で行われ、WeCπールを
った࣭ٙԠ౴ではଟくの࣭問が出ました。講演ऴྃ後も残って೤心に࣭問している生ె࢖
もおり、高ߍ生にとってඇৗに༗ҙٛな時間となりました。

３－２　附属科学技術高等学校における環境教育

図1　�エネルギー・情報卓越教育課程の概要とInfoSyEnergyからの�
支援連携体制

「ぐぐるプロジェクト」の紹介

講演「情報の信頼性を考える」
（2021年10月26日）

附属科学技術高等学校HP：https://www.g.hst.titech.ac.jp/

ʲߟࢀ：環境白書ʳhttpT���XXX.enW.Ho.jp�policy�hakuTyo�S04�inEeY.html
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社会貢献活動第４章　社会貢献活動

４－1　環境保全活動

火山๷ࡂというと、皆さんはどのようなイメージ
を持たれているでしょうかʁɹྫえば、噴石（ਤ1）
をආけるためのୀආߺは人命をकるために重要です。
しかし、美しい景観やଟ様な動২物をҭむ火山にコ
ンクリート੡のߏ଄物をݶࡍなくઃஔすることは、
අ༻や環境อ全の観点から現実的ではありません。
それでは、火山を立ちೖりࢭېにすればよいでしょ
うか。それは、自然と人間との関܎をஅち੾ること
をҙ味します。火山といかに෇き合うべきか。֐ࡂ
に௚面したࡍ、火山๷ࡂのスςークϗルダーとなる
地Ҭॅຽが自らଟ様なબ୒ࢶをߟえ、よりよい൑அ
を下すためには、൴らの火山にରするਂい理ղがඞ
要です。

ຊֶͷऔΓ૊Έ
本学は、૲௡白ࠜ火山を༴する܈അݝ૲௡ொ಺に火山観ଌ所をઃஔして、ઐ೚ڭһが現地றࡏするܗでಉ火山の24時

間観ଌを30年以上にわたり行ってきました。このように஝ੵされたݧܦと஌ࣝは、火山ରࡦ特別ાஔ法にͮجきઃஔさ
れた火山๷ࡂ会ٞٞڠ会などを通じて地ݩ自࣏ମ౳にఏڙされ、行੓がҙ思ܾఆを下すࡍのखॿけとなっています。さ
らに、ڙࢠたちをର৅とした火山学शػ会をੵۃ的にఏڙしています。ڙࢠたちが成人し、地Ҭのスςークϗルダーと
なることを見ਾえれば、火山の美しさ、ෆ思ٞさ、そしてڪΖしさに৮れるػ会を੔えることがԿよりも重要です。

ՐֶࢁशΠϕϯτ
ྫえば、2019年には「火山と温ઘそして私たちの生

活」と題して、૲௡ொ಺の૲௡温ઘスキー場において地
しました（ਤࢪՃするイベントを実ࢀ11�人がࢠの਌ݩ
2）。本イベントは、૲௡温ઘ観光ڠ会主催事業に取りࠐ
んでいただいたものです。ࢀՃ者のଟくが小学ߍ௿学年
以下だったため、学生と૬ஊした݁Ռ、このイベントで
はクイζࣜܗを࠾༻しました。これにより、਌ࢠでߟえ
ながら学Ϳ಺༰とすることができました。਌ࢠମݧ行事
には、ڙࢠの෇きఴいで਌がࢀՃしてくることも重要で
す。すなわち、๩しい30ʵ40ࡀ前後の現役ੈ୅、現に
スςークϗルダーたるํʑの火山学शػ会にもなりま
す。コロナՒが一ஈམしたら、様ʑなػ会を活༻して本
活動をܧଓしていくつもりです。

火山流体研究センターHP：http://www.ksvo.titech.ac.jp/jpn/

ʮ஍ҬεςʔΫϗϧμʔͱͱ΋ʹֶͿՐࢁ๷ࡂʯ

理学Ӄ 火山ྲྀମڀݚηンλー
准教授　寺田 暁彦

図1　�2018年に発生した草津白根火山・本白根山噴火の際に降下する噴石
（草津温泉観光協会提供）

図2　�2019年6月30日実施の「火山と温泉そして私たちの生活」の様子

噴石

噴Ԏ

本白ࠜ山

スキーήレンデ
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東工大VG（学生ボランティアグループ）
https://www.facebook.com/TitechVG/

ະདྷυϥϑτ����
४άϥϯϓϦ#*(-0#&৆Λड৆͠·ͨ͠

特ఆඇӦར活動法人ワールυɾビジϣンɾジャパン主催
（ビッグローϒࣜג会ࣾࢍڠ）の「ະདྷυラϑト2021」で、
「ඳこうະདྷʂޓいを記（஌る）すަ׵ϊート」という東工
大7GのアイデΟアが、४グランプリ#*G-0#E৆をड৆し
ました。
httpT���XXX.XoSlEWiTion.jp�chilESen�miSaiESaGt�

໨۠ࠇΤίɾνϟϨϯδݦজΛड৆͠·ͨ͠

毎年、本学で環境月間の時ظに合わせて開催している「環
境月間講演会」について、पลॅຽへの環境ܒ発活動に大
きくݙߩしているとして目黒区のΤコɾチャレンジ顕জを
ड৆しました。

ʲ目黒区Τコɾチャレンジ顕জʳ
httpT���XXX.city.meHuSo.tokyo.jp�kuSaThi�Thi[en�monEai�ecochallenHe.html

ʮ౦޻େ7(ʢֶੜϘϥϯςΟΞάϧʔϓʣͷڥ؀อશ׆ಈʯ
環境ɾࣾ会理工学Ӄ ౔໦ɾ環境工学ܥ

学࢜՝ఔ3年ɹ松村 慶
ֶ಺ਗ਼૟׆ಈ

2021年度も新型コロナウイルス感染症֦大の影響がଓいたため、東工大7G（学生ボランςΟアグループ）はैདྷの
ようなର面でのボランςΟア活動をすることが難しい状況でした。

学生が大学にొߍすることが少なかったため、ߏ಺のΰミはݮっていると༧૝され
ましたが、実ࡍにΰミがݮっているかどうかはূݕされていませんでした。そこで、
環境อ全活動の一環として、どういった場所にΰミがࣺてられているか、どういった
छྨのΰミがଟいか、その実ଶをௐべるため、ࢼ行的にߏ಺ਗ਼૟を行いました。

2022年3月、大岡山キャンパスのT",* 1-";"からαークル౩3にかけての大岡
山東地区ɾ੢地区の一ଳをาき回り、空き؈やビニール袋౳のΰミを集めました。
この活動からಘられた私たちのͮؾきは以下の通りです。
ɾ αークル౩のपりにଟくのΰミがあった。特にガラスยやビニールࡿなどの大きな

ものがあった。グラウンυのԞには運動部の物であΖう私物がଟ਺์ஔされていた。
ɾ 生֞のような、見えにくい場所やखのಧきにくい場所に、ଟくのϖットボトルや

空き؈がࣺてられていた。
ɾ ఻えฉいているΰミശがあった時の状況とはҟなり、いくͿんΰミがݮっている

ҹ৅がある。

ɾఏҊ࡯ߟ
4%GTの目ඪ12では「つくる੹೚ɹつかう੹೚」がᨳわれ、「持ଓՄೳなফඅ生ܗ࢈ଶを֬อする」という目ඪがఆめ

られています。目ඪ12をୡ成するためには、マイボトルやマイόックを持ちาき、ΰミとなりうるものをങわないとい
うような個人個人のࠣ細なྗڠもඞ要です。この行ҝはそもそもΰミを学಺に持ちࠐませないという点で、ߏ಺美化に
もつながります。

私たちのΰミにରする౰事者ҙࣝはرബだと思われます。ΰミはΰミശをհして୭かにॲ理してもらえるものだとい
うҙࣝが୭しもあるのではないかと思います。そのため、ΰミശのपりにΰミがࢄཚしていても、自෼がରԠすること

ではないというೝࣝが生まれ、ΰミശにΰミを押しこんだり、पりにࣺてたりする
という事Ҋが生じるのではないでしょうか。ΰミを生み出すのは私たち個人である
ため、౰事者がΰミをॲ理する、あるいはਗ਼૟されるํにॲ理していただくという
ҙࣝを持つことがΰミを出さないࣾ会にܨがっていくとߟえます。αークルや部活
によるΰミの์ஔや౤غがະだにଟくみられます。ΰミの์ஔや౤غを๷͙ために
は、ΰミ問題にରする自覚を学生に促すことが؊要です。グラウンυやαークル౩
を࢖う立場として、美しい環境をอつ౒ྗをしଓけるためのରࡦを、私たちもߟえ、
ఏҊしていきたいと思います。

構内清掃に参加したVGメンバー

構内清掃の様子

集まったゴミの様子
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環境マネジメント第５章　環境マネジメント

５－１　大学諸活動に伴う環境的側面とその対応

５－２　キャンパス整備における環境配慮の取り組み

環境อ全に配ྀしつつ開発と発లを進めることができる持ଓՄೳなࣾ会を実現することは、人ྨに՝せられた࠷大の
੹務であり、2015年9月の国࿈αミットで࠾୒された「持ଓՄೳな開発のための2030アジェンダ」にて記ࡌされた
201�年から2030年までの国ࡍ目ඪ4%GT（持ଓՄೳな開発目ඪ）でもあります。また、2020年10月、੓෎は2050年
までに温ࣨޮՌガスのഉ出を全ମとしてθロにする、カーボンニュートラルを目指すことをએ言しました。そこで本学
では、大学における環境ෛՙはڀݚɾڭҭ活動に൐うものであることから、このような活動に൐う環境へのෛՙを小さ
くすることにੵۃ的に取り組んでいます。さらに大学はڀݚɾڭҭ活動による環境へのプラス面で大きくݙߩできるこ
とから、このଆ面をしっかりとଊえることも重要だとߟえています。

本学におけるछʑの活動に関する環境ଆ面のうち、環境への影響が大きく、かつ自らが管理すべきものを以下のよう
に特ఆして環境マネジメントに取り組んでいます。

環境に有益な影響を与える側面

環境อ全にࢿする人ࡐのҭ成およͼࣾ会へのഐ出

環境ෛՙ௿ٕݮज़のڀݚ

地球ن໛の環境อ全のڀݚ

ࣾ会一ൠへのܒ発ɾ発৴

ώートアイランυ現৅の؇࿨ɾ྘のอ全

ਫݯࢿの༗ޮར༻

環境に負荷を与える側面

ΤネルΪー（ిؾɾガス౳）の࢖༻

のফඅݯࢿ

一ൠഇغ物の発生ɾॲ理ɾൖ出

環境中への化学物࣭のҠ行
ɹ大ؾ中へのഉ出
ɹഉਫ中へのྲྀ出
化学ܥഇغ物の発生ɾॲ理ɾൖ出

˞27ʙ28ท「環境目ඪと行動のୡ成度ධՁ」をࢀর

ଠཅޫ発ి౳ͷγεςϜͷઃஔʹΑΔڥ؀ෛՙ௿ݮͷऔΓ૊Έ
2022年1月に大岡山キャンパス本ؗվम工事（ᶛظ）において、ଠཅ光発ిઃඋ10kWをઃஔしました。
2021年度の࠶生ՄೳΤネルΪー（ଠཅ光発ిઃඋ౳）における発ిྔは、3キャンパス合計で໿1
900ઍkWh�年で

あり、ϐークカットにݙߩするとともに環境ෛՙ௿ݮにもݙߩしています。

本館太陽光発電（10kW） 本館太陽光発電（10kW）
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ウォームビズの実施（12月1日～3月31日）

５－3　省エネルギーとCO₂対策の取り組み

実ܥݧのڀݚがଟい本学では、大岡山、すずかけ୆およͼాொキャンパスにおいて、一ൠՈఉ໿20
000ੈଳ෼に
૬౰するΤネルΪーがফඅされており、ඇ生ܥ࢈の事業所としては$0⒪ഉ出ྔが大きいため、਺஋目ඪを͛ܝてল
ΤネルΪーରࡦに取り組んでいます。

লΤωϧΪʔਪਐ෦໳ͷ׆ಈ
本学ではলΤネルΪーਪ進のため、2010年10月に前

਎の「লΤネルΪーਪ進ࣨ」がઃஔされましたが、さら
なるলΤネルΪーਪ進を目的とした全学的な組৫として、
キャンパスマネジメント本部にলΤネルΪーਪ進部門を
2017年4月にઃஔし、লΤネルΪーのਪ進に関する諸ࢪ
。およͼ৘報ऩ集౳を行っていますࢪ画ɾ立Ҋ、実اのࡦ

現ࡏ、本学にٛ務ͮけられているলΤネルΪー関܎法
ྩ౳の主なものには、国のলΤネ法ɾ東京都৚ྫɾԣ浜
的な取り組みとしてফඅΤネルظ৚ྫがあり、中௕ࢢ
Ϊー（ిؾɾガス）をݮ࡟していくඞ要があり、さらな
るলΤネルΪーਪ進のため、2018年度に「東京工業大
学লΤネルΪーਪ進行動計画」をࡦఆしました。

この計画において、ੈք࠷高の理工ܥ総合大学を目指す本学は、環境問題を重要な՝題とೝࣝし、持ଓ型ࣾ会の૑生
にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての࢖命役ׂをՌたすべく、ୡ成目ඪとして、ܦӦ的ࢹ点にͮجくప底したলΤネルΪー
ରࡦにより、計画ظ間（2018年度から2021年度までの4年間）において、2017年度ൺでΤネルΪー࢖༻ྔ（総ྔ）4ˋ
以上のॖݮをୡ成することとしています。（˞�-3「লΤネルΪーと$0⒪ݮ࡟」21ทをࢀর）

本学のফඅΤネルΪーの࢖༻実ଶは、その95�以上をిؾにґଘしており、本学では主にి࢖ؾ༻ྔを༏先ݮ࡟ର৅
としたলΤネルΪーマネジメント活動をੵۃ的に行っています。

ΫʔϧϏζɾ΢ΥʔϜϏζͷ࣮ࢪ
。的に行いましたۃͼかけをੵݺは、ポスλー౳によるઅిのظのଟい時༺࢖ྗి

తͳಋೖۃおΑͼγεςϜͷੵثػ཰ޮߴ
環境配ྀ型௿୸ૉキャンパスの実現を目ඪとしている本学では、-E%র明や高ޮ཰空ௐػへのߋ新を年度ごとに計画

を立て行っています。またΤネルΪーマネジメントの観点から、より一૚のলΤネޮՌを高めるために空ௐ集中管理γ
スςϜやిྗ集中ݕ਑γスςϜ౳をಋೖ、学಺のΤネルΪー࢖༻ྔの見える化も行い、ڭ৬һɾ学生のলΤネҙࣝ޲上
に౒めています。さらにଠཅ光発ిγスςϜ、೩ྉి஑などの࠶生ՄೳΤネルΪーのಋೖも2010年より行っています。

クールビズの実施（5月1日～10月31日）

省エネルギーの推進を図るため節電・
省エネマニュアルを作成しました。

クールビズにおける「室温28℃」およびウォームビズにおける「室温20℃」とは、設定温度ではなく、あくまでも目
安で立地や状況、体調を考慮しながら無理のない範囲で室温管理をお願いするものです。

ΩϟϯύεϚωδϝϯτຊ෦　লΤωϧΪʔਪਐ෦໳　ମ੍ද

学　　　長

ʦԣ඿ࢢ৚ྫʧ

ը؅ཧ੹೚ऀܭ

ըਪਐ੹೚ऀܭ

ਪਐ੹೚ऀ

ٕज़؅ཧऀ

ٕज़؅ཧऀ

ʦ౎৚ྫʧ লΤωϧΪʔਪਐ෦໳ লΤω

ΤωϧΪʔ؅ཧ
ըਪਐऀا

ΤωϧΪʔ؅ཧһ

˞େԬࢁ஍۠ٴͼ
　͔͚ͣ͢୆஍۠

෦໳һ

লΤωϧΪʔਪਐ෦໳௕
ʢΤωϧΪʔ؅ཧ౷ׅऀʣ

˞লΤネ法ɾ学಺نଇによる

౷ׅ
؅ཧऀ

キャンパスマネジメント本部長

省エネルギー推進員
省エネルギー副推進員
省エネルギー居室推進員

ҙݟ۩ਃ ҙݟ۩ਃ

ࠤิ

ࢪಋɾ؂ಜɾ࣮ࢦ
	֤෦ہ౳


ٕज़తॿݴ
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５－４　一般廃棄物による環境負荷低減の取り組み
本学では、事業活動で発生するഇغ物のྔݮ化をਪ進するため、ϖーパーレス化のਪ進や、෼別のప底を行い、ݹ紙

౳リαイクルՄೳなものをݯࢿ࠶化させる3R活動౳により、環境ෛՙの௿ݮに౒めています。これらの本学におけるΰ
ミの෼別ɾഉ出ルールをప底するため、ϗーϜϖージやΰミശपลに「生活ܥഇغ物の෼別表（日本語版ɾ英語版）」を
は年1ࣨڀݚ物ഉ出غするとともに、毎年環境安全Ӵ生講श会およͼe-ラーニングを通じてप஌を行っています。ഇࡌܝ
回のड講をし、理ղ度֬ೝに「合֨」後、ೝఆ൪߸をಘます。生活ܥΰミはࣨڀݚ、事務ࣨで෼別回ऩしたのち、キャ
ンパス಺の回ऩ場所に集めます。このࡍ、ೝఆ൪߸の記ࡌをٛ務෇け、ഉ出者੹೚を明֬にしています。また、学生に
ରし、環境ෛՙと一ൠ的な環境ෛՙ௿ࡦݮとともに、本学のΰミの区෼とΰミ௿ํݮ法についても۩ମ的に講ٛしてい
ます。

本学では、ߪೖ物඼౳についても環境ෛՙの௿ݮにࢿすることをؑみ、国౳に
よる環境物඼౳のௐୡのਪ進౳に関する法཯（グリーンߪೖ法）にͮجき「環境
物඼౳のௐୡのਪ進をਤるためのํ਑」をࡦఆし、環境物඼౳のௐୡをਪ進して
います。グリーンߪೖ法でఆめられた特ఆௐୡ඼目22෼໺282඼目は主に紙ྨɾ
文๪۩ྨɾॄྨث౳であり、公ڞ工事については、事業の目的や༻్、地Ҭのௐ
ୡՄೳな਺ྔがݶられている中で、よりద੾なものとなるように配ྀしています。

そのଞの物඼については、できるか͗り環境ෛՙの小さい物඼౳のௐୡに౒め
ることとし、グリーンߪೖ法ద合඼がଘࡏしない場合でも、Ձ֨や඼࣭にՃえて、
にೖれた物඼をબ୒するなど環境に配ྀしています。グリーン購入法に基づき講義室ྀߟをغར༻཰やద性ഇ࠶

に設置されたオフィス家具

e-ラーニング資料抜粋

一般廃棄物の分別回収（屋内） 一般廃棄物の分別回収場所（キャンパス内）

άϦʔϯߪೖͷਪਐ　

͜ͷ෼ผද͸μ΢ϯϩʔυͰ͖·͢ɻ
ʢӳจ൛΋͋Γ·͢ʣ

૯合҆શ؅ཧ෦໳＞JOEFY＞ഇغ෺
·ͨ͸

IUUQ�//XXX�HTND�UJUFDI�BD�KQ/
IBJLJCVUV/IBJLJCVUV�IUNM
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５－５　化学物質による環境負荷低減の取り組み

ຊֶʹお͚ΔԽֶ෺࣭؅ཧͷ֓ཁ
本学は理工ܥ総合大学であり、所ଐするおよそ700のࣨڀݚのうち、化学物࣭をอ༗しているࣨڀݚはおよそ500で

す。特௃は、取りѻう化学物࣭のछྨや࢖༻ํ法がଟछଟ様で、その取ѻྔのଟくは少ྔであることです。また、࠷先
୺のڀݚを行うため、࢖༻する化学物࣭のछྨやྔはৗに大きく変化します。さらに、学生やڭһのೖれସわりがଟい
ྲྀ動的な組৫であるため、ෳ਺のアプリέーγϣンを組み合わせ、個ʑの化学物࣭のྲྀれをࣨڀݚ単Ґおよͼ大学全ମ
で೺Ѳし、その޲܏からରࡦを立て、環境ෛՙ௿ݮに取り組んでいます。これにより、ࣨڀݚにおいて自主的な化学物
࣭管理ができるようにしています。また、ڭ৬һおよͼ学生にରして、毎年、化学物࣭管理に関する講श会を実ࢪし、
本学の環境ෛՙ௿ݮの取り組みへの理ղ૿進に౒めています。また、学֎へ化学物࣭のྲྀ出がແいことを֬ೝするため
に、ఆظ的に大学಺の下ਫ౳の環境෼ੳを行い、ࢹ؂しています。

ຊֶͷԽֶ෺࣭ͷྲྀΕͱ؅ཧͷ࢓૊Έ
化学物࣭のྲྀれは、「ߪೖ」、「อ管ɾ࢖༻」、「ഇӷɾ

ഇࢼༀとして回ऩ」が一ൠ的です。
このうち「ߪೖ」およͼ「อ管ɾ࢖༻」の状況を೺Ѳ

するため、「化学物࣭管理ࢧԉγスςϜ（*"40 R�）」を
運༻しています。ࣨڀݚは、このγスςϜを活༻するこ
とで、化学物࣭のݿࡏ管理をదਖ਼にޮ཰よく行うことが
できます。「ഇӷɾഇࢼༀとして回ऩ」については、「実
物ॲ理ਃ੥γスςϜ」を༻い、ഇӷ回ऩྔغഇӷɾഇݧ
やഇӷへの化学物ؚ࣭༗ྔ౳をొ࿥しています（ӈਤ上
র）。これらのγスςϜを活༻し、大学全ମの化学物ࢀ
࣭の࢖༻ྔやഉ出ྔをリアルλイϜでࢹ؂し、環境ෛՙ
௿ݮに޲けたマネジメント活動に役立てています。ྫえ
ば、特に࢖༻ྔのଟい༗ػ溶ࡎ౳については࢛൒ظごと
の集計を行い、これとഉ出ྔをൺֱし、そのࠩから環境
への์出ྔのଟいՄೳ性のあるࣨڀݚを特ఆし、環境ෛ
ՙ௿ݮの஫ҙىש（ӈਤ下ࢀর）を2014年より実ࢪし、
大์ؾ出཈੍の管理౳に活༻しています。また、これら
のγスςϜは、1RTR報告౳行੓への報告౳にも活༻し
ています。（˞�-4「化学物࣭管理」23ทをࢀর）

ʮԽֶ෺࣭౳ʯͷ؅ݿࡏཧγεςϜʢ*"40 3� γεςϜʣʹΑΔ؅ྔ༺࢖ཧ
本学では、2001年にಠ自の化学物࣭管理ࢧԉγスςϜ、T*Tech $hemR4をಋೖし、ࣨڀݚの自主管理による化学物

࣭管理を開࢝しました。そして2014年9月からは、൚༻型の *"40 R�を༻いてఆৗ的に化学物࣭管理を行っています。
ྔ、はこのγスςϜをར༻して、全ての化学物࣭をༀ඼ビン単Ґで*%ొ࿥し、อ༗する化学物࣭（छྨࣨڀݚ 、อ管場所、
およͼڙ管理をしています。本γスςϜのༀ඼৘報デーλベース（ༀ඼マスλʕ）には、メーカーఏݿࡏ౳）のྔ༺࢖
Ϣーβーఏڙのༀ඼デーλ、併せて72ສछྨがొ࿥されており、このうち�ສ本のༀ඼がݿࡏとしてొ࿥されています。
1年に࢖༻されるༀ඼の総਺は、およそ3ʙ4ສ本で、このγスςϜをར༻することで1RTRର৅の化学物࣭の࢖༻動޲や
。౳を೺ѲすることがՄೳになっていますྔ༺࢖

化学物質に関する講習会の資料

環境負荷低減の注意喚起
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෺ͷదਖ਼ͳ෼ผճऩغഇܥݧ࣮
本学では、ࣨڀݚから発生する「実ܥݧഇغ物」を、その

ଞ一ൠ的な事務業務などで発生する「生活ܥഇغ物」と明֬
に෼けて回ऩし、֎部ॲ理ҕୗをしています。ࣨڀݚから発
生する実ܥݧഇغ物は、化学物࣭やこれらが෇ணしているも
のがଟく、一ൠのものと෼けてॲ෼することが重要なためで
す。ڀݚ活動に൐いさま͟まなഇغ物が発生するため、෼別
回ऩํ法のガイυラインとして「実ܥݧഇغ物దਖ਼管理のた
めのखҾき」を作成し、ࣨڀݚに配෍するとともに、ϗーϜ
ϖージにもࡌܝし、より෼かりやすく、ޡりが生じないよう
ఆظ的に見௚しています。また、毎年講शを行い、詳しくղ
આしています。ࣨڀݚはこのखҾきにͮجいて、ഇغ物のछ
ྨやഇӷλンクの෼ྨごとにഇغ物管理を行っています。ま
た、ࣨڀݚからഉ出するࡍは、あらかじめ「実ݧഇӷɾഇغ
物ॲ理ਃ੥γスςϜ」にഇӷɾഇغ物の化学物࣭৘報౳をొ
࿥するඞ要があります。このデーλは、ద੾なॲ理を行うた
めにҕୗॲ理業者にରし発行する「ഇغ物デーλγート」

（W%4：WaTte %ata 4heet）の作成に࢖༻しています。本
学のキャンパス࠶開発計画のため、2021年度に、ഇࢼༀの一
時อ管や෼別作業に࢖༻していた大岡山キャンパスの環境安
全管理౩（چഇӷॲ理ࢪઃ）がղମされることになり、新た
な場所での運༻を࢝めました。

෺ͷճऩغഇܥݧ࣮
に記࿥をしています。ഇӷを回ऩする「ഇӷ෼別ஷཹ記࿥༻紙ݧ実」では、ഇӷλンクにഇӷを౤ೖするつどࣨڀݚ

物にあたݥةで、ফ๷法のࡎ溶ػは、この༻紙もあわせて回ऩし、಺༰物のর合を行っています。ഇӷの9ׂ以上が༗ࡍ
るものがଟくを઎めるため、֤キャンパスにはഇӷを一時的にอ管するためのݥة物૔ݿをઃஔしています。ࣨڀݚか
ら回ऩしたഇӷは、ここでαンプリングし、ࠞ 合ݧࢼ౳を行い、安全性を֬ೝしたうえで、運ൖ༻のυラϜ؈に٧めସえ、
ҕୗॲ理業者にൖ出します。

ʣͷ؅ཧ͠ྲྀݧഇਫʢ࣮ܥݧ࣮
本学では、実ݧഇӷはೋ࣍ચড়ਫまでをഇӷとして回ऩしています。࣍ࡾચড়ਫ以߱は、大岡山キャンパスでは、一

ൠ下ਫと合ྲྀして公ڞ下ਫ道へഉਫしています。一ํ、すずかけ୆キャンパスでは、ഇਫॲ理ࢪઃでॲ理後、一部を「中
ਫ」としてྫྷ٫ਫやトイレચড়ਫとして࠶ར༻したのち、公ڞ下ਫ道へഉਫしています。また、ॲ理ਫのうち、中ਫと
してར༻されない༨৒෼は、Տ઒に์ྲྀしており、์ྲྀにあたり、全஠ૉɾ全りんɾ$0%の自動ଌఆにより、ਫ࣭を؂
。していますࢹ
˞$0%： 化学的ࢎૉ要ྔٻ。ඃࢎ化性物࣭（主として༗ػ物）を一ఆの৚݅のもとでࢎ化するときにফඅされるࢎ化ࡎのྔをࢎૉྔにࢉ׵し

たもの

ഉਫʢੜ׆ഉਫɾ࣮ܥݧഇਫʣ෼ੳʹΑΔࢹ؂
本学では、公ڞ下ਫ道への༗֐物࣭のഉ出をࢹ؂するために、学಺にઃஔした「実ܥݧます」や「生活ഉਫ࿏」౳で

ఆظ的に࠾ਫし、環境計ྔূ明事業のొ࿥ػ関に෼ੳをґཔしています。このॲ理ਫは、Տ઒์ྲྀも行っており、ԣ浜
४に௒աのないことが֬ೝされています。環境ෛՙの要Ҽとなるجにおいても、ഉਫ（ਫɾ෼ੳ࠾）の立ちೖりௐ査ࢢ
Մೳ性のある事৅が൑明したࡍには、ଈ࠲にܯ告や஫ҙىשを行うମ੍で環境への༗֐物࣭౳のഉ出๷ࢭに౒めていま
す。

実験廃液処理のホームページ

１. 分類チャート

２. 分類概要

　廃液の適正な処理が行えるよう、分類フローに従って分別してください。なお、チャート中に記載
された分類項目の順番は、環境・安全推進室において安全かつ適切に廃液を処理するための順番であ
り、有害性による優先順位を表すものではありません。

▪ 実験廃液分類チャート
▪ 実験廃液分類チャート【英語版】   （Waste Solution  【English Version】）

分類
記号

概要・注意事項
受入条件

ポリ容器 pH
a

a-Hg
b

b-f
b-p
d
e

c現
c定

f

f-N

f-OH

g

h-a

h-L

i

j

k

シアン系

p

培養液

スクラバ
ー水

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L
10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L
10 or 20L

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

7以上

7以上

3以上

7以上

7以上

7以上

7以上

7以上

7以上

10以上

3以上

法律上の有害重金属（Cd,Pb,Cr,As）を含む無機水溶液
水銀を含む水溶液。ポリ容器は返却されない
法律上の有害重金属以外の重金属含有無機水溶液

フッ素化合物含有水溶液
リン化合物含有水溶液

硫酸、塩酸、硝酸などの酸性無機水溶液
アルカリ性溶液
写真現像液
写真定着液
アセトン、メタノール、トルエンなどの一般有機溶媒、および揮発
油類。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
ピリジン、ホルムアミドなどの含窒素廃液。pH7以上に中和し、
10Lポリ容器で搬出
含水有機廃液・有機酸（酢酸、プロビオン酸など）含有廃液。pH3
以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
ジメチルスルフィド、ジメチルスルホキシドなどの含硫黄有機溶
媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
トリクロロエチレン、クロロホルム、四塩化炭素などの有機ハロゲ
ン系溶媒を含有する水溶液。pH7以上にして搬出
トリクロロエチレン、クロロホルム、四塩化炭素などの有機ハロゲ
ン系溶媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出

重油、潤滑油、切削油、シリコーンオイルなどの鉱物油、又は植物
油。pH7以上にして搬出
灯油、軽油、ガソリンなどの揮発油。pH7以上に中和し、灯油、軽
油は 10Lポリ容器で、ガソリンは専用の金属容器で搬出
錯化合物・有機金属化合物を含む水溶液、アンモニウムイオン・有
機物を含む水溶液。pH は必ず 3 以上にすること
フェリシアン・フェロシアン、その他シアン含有廃液など。pH は必
ず10以上にすること。ポリ容器は返却されない

含リン有機溶媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
主成分が培養液、適正な滅菌処理済みであること、化学物質を含む
場合は内訳として明記すること

＊消防署の指導によって容量が定められています。
分類で判断が困難な時は、必ず、環境・安全推進室に相談して下さい。

スクラバー水の分析結果が、基準値を超過したもの

分別貯留（2021.10月版）
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６－１　研究・教育活動と環境負荷の全体像
本学は、࠷先୺のڀݚ活動およͼڭҭ（人ࡐҭ成）活動に൐いଟくのΤネルΪーとさま͟まな物ࢿをফඅしています。

ΤネルΪーは主にిྗ、ガスであり、主な物ࢿは化学物࣭、紙、ਫです。そのため本学では、できるだけ環境ෛՙの少
ない事業活動を実現すべく環境อ全に౒めています。

R ECYC L E
2019年度 2020年度 2021年度

紙ྨݹ ⾵ 307 t ⾵ 258 t ⾴ 315 t

そのଞݯࢿ࠶化物 ⾴ 404 t ⾵ 2�� t ⾴ 331 t

中ਫ࠶ར༻ ⾵ 52ઍ m3 ⾵ 51ઍ m3 ⾴ �4ઍ m3

大学での研究・教育活動
　ɾڀݚڥ؀ʹΑΔ৽ٕज़։発
　ɾڭڥ؀ҭʹΑΔਓࡐഐग़
　ɾڭڀݚڥ؀ҭʹΑΔࣾձݙߩ

I N PUT
࢖ ༻ ྔ 2019年度 2020年度 2021年度

エ
ネ
ル
ギ
ー

ೖిྗߪ ⾵ ��
004ઍ kWh ⾵ 59
839ઍ kWh ⾴ �7
0�0ઍ kWh

都ࢢガス ⾵ �13ઍ m3 ⾵ 430ઍ m3 ⾵ 388ઍ m3

重༉ ʵ 0.97 kl ⾴ 1.05 kl ⾵ 0.82 kl

ガιリン ⾵ 0.2 kl ⾵ 0.1 kl ⾴ 0.2 kl

物
　
　
資

化学物࣭
 （2
335छ）
⾵ 75.3 t

 （2
288छ）
⾵ �0.3 t

 （2
834छ）
⾴ 8�.7 t

1RTRର৅物࣭ ⾵ 32.3 t ⾵ 25.5 t ⾴ 40.1 t

紙 ⾵ 53.� t ⾵ 28.3 t ⾴ 29.3 t

上ਫ道 ⾵ 215.5ઍ m3 ⾵ 171.0ઍ m3 ⾴ 187.2ઍ m3

OUTPUT
ഉ ग़ ɾ ഉ ਫ ྔ 2019年度 2020年度 2021年度

大
気
排
出
物

温ࣨޮՌガスഉ出ྔ ⾵ 31
449 t-$02 ⾵ 24
353 t-$02 ⾴ 32
780 t-$02

ೖిྗߪ ⾵ 29
927 t-$02 ⾵ 23
273 t-$02 ⾴ 31
781 t-$02

化石೩ྉ ⾵ 1
374 t-$02 ⾵ 9�3 t-$02 ⾵ 870 t-$02

上下ਫ道 ⾵ 148 t-$02 ⾵ 117 t-$02 ⾴ 129 t-$02

廃
棄
物

一ൠഇغ物 ⾵ 159.5 t ⾵ 119.2 t ⾴ 131.4 t

物غ業ഇ࢈ ⾵ 547.8 t ⾵ 442.� t ⾴ �01.2 t

水
資
源
排
出
物

下ਫ道への総ഉਫྔ ⾵ 213.5ઍ m3 ⾵ 1�8.7ઍ m3 ⾴ 18�.0ઍ m3

Ԛ染物࣭ഉ出ྔ

#0% ⾴ 14.5 t ⾵ 10.9 t ⾴ 12.� t

஠ૉ ⾴ 9.8 t ⾵ 5.5 t ⾴ �.8 t

リン ʵ 0.8 t ⾵ 0.4 t ⾴ 0.� t
˞前年度ൺの表ࣔ：૿Ճは⾴ɾݮ少は⾵ɾಉ一はʵで表ࣔ

׆ҭڭɾڀݚ
ಈ͕׆発ʹͳ
Γ����೥౓
ൺͰ΋૿Ճ
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６－２　エネルギー使用量
����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝

2021年度は2020年度にൺべ3つの
キャンパスの合計ిྗ࢖༻ྔは、12.1ˋ
૿Ճ（2019年度ൺ1.�ˋ૿）となりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷
により一部オンラインत業౳もࡦରࢭ
行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらの
ྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。

の取組についてݮ࡟のྔ༺࢖大ిྗɾిྗ࠷ ˞
は、�-3「লΤネルΪーと$02ݮ࡟」21ทを
。রくださいࢀ

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

0

50

100

150

200

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（千kWh） （kWh/m2）

原
単
位
電
力
使
用
量

電
力
使
用
量

田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位電力使用量（kWh/m2）

112.1%90.7%96.5%97.0%98.1%前年度比

163163
156156

395395

151151

134134

153153

413413

27,02627,026

39,62139,621

384384

403403
27,03827,03827,74527,745

24,52924,529

40,93640,93642,38542,385
34,90734,907

389389

26,83326,833

38,78238,782

電力使用量
電力使用量の推移

����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つの

キャンパスの合計ガス࢖༻ྔは、9.8ˋ
となりまし（ݮ2019年度ൺ3�.7）少ݮ
た。

3キャンパスでݮ࡟ྔ༺࢖に取り組ん
だことによるものと、新型コロナウイル
ス感染症感染֦大๷ࢭରࡦに൐いオンラ
インत業౳を行ったことによります。

（m3/m2）

原
単
位
ガ
ス
使
用
量

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
0

200

400

600

800

1,000
（千m3）

ガ
ス
使
用
量

90.2%70.1%98.1%98.0%97.3%前年度比

1.471.47 1.431.43

3131

1.401.40

0.960.96
0.880.88

3434

64646767 6666

530530537537 518518

2929

田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位ガス使用量（m3/m2）

3131

364364 316316

3535
3333

3939

ガス使用量
ガス使用量の推移

����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つの

キャンパスの総ΤネルΪー࢖༻ྔは、
11.2ˋ૿Ճ（2019年度ൺ0.1ˋݮ）と
なりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷
により一部オンラインत業౳もࡦରࢭ
行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらの
ྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。

0

200

400

600

800

1,000

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（千GJ） （GJ/m2）

原
単
位
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

111.2%89.9%96.7%96.7%98.3%前年度比

1.651.65
1.581.58 1.531.53

264264273273
263263

422422436436 400400

5.25.25.35.3
5.25.2 1.351.35

1.521.52

240240
263263

399399
355355

5.55.5
5.55.5

田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位総エネルギー使用量（GJ/m2）総エネルギー使用量
総エネルギー使用量（熱量換算）推移

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ
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６－３　省エネルギーとCO2削減
2021年度は、法ྩ౳にͮجく温ࣨޮՌガスݮ࡟、「ՆقのઅిとলΤネガイυライン」、লΤネثػのಋೖ౳によるল

Τネ活動をੵۃ的にਪ進し、ޮՌを上͛ました。

๏ྩنଇ౳ʹͮ͘جԹࣨޮՌΨεͷݮ࡟
˔๏ྩ౳Ұཡ

ɾ͔͚ͣ͢୆ΩϟϯύεશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰ�ˋ
ͷݮ࡟ʢ౒ྗ໨ඪʣ

•
省エネ法

エネルギーの使用の合理化等に関する法律

東京都条例
都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

横浜市条例
横浜市生活環境の保全に関する条例

ɾେֶશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰྦྷܭ�ˋͷݮ࡟
東工大

省エネルギー推進行動計画

ɾຊֶશମͱͯ͠�೥ؒฏۉ�ˋͷݮ࡟ʢ౒ྗٛ຿ʣ

ɾେԬࢁΩϟϯύεશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰ��ˋͷ
຿ʢϖφϧςΟ͋Γʣٛݮ࡟

Ԇচ面ੵあたり	ᶷ
の
原༉ࢉ׵ΤネルΪー࢖
༻ （ྔ὚�ᶷ）をݮ࡟

४ഉ出ྔにରする年ج
間の$02ഉ出 （ྔ総ྔ）

（t）のݮ࡟

Ԇচ面ੵあたり	ᶷ
の
$02ഉ出ྔ	t
のݮ࡟

総 Τネ ル Ϊ ー ࢖ ༻ ྔ
（G+）のݮ࡟

˔লΤωϧΪʔͷ๏ྩ౳ͷ໘͔ΒΈͨ����೥౓ͷ࣮੷

法規則 基準値 実績値 削減率
（2021年度実績） 評価

省エネ法 0.03434（὚�ᶷ） 0.038�5（὚�ᶷ） （૿）-12.9ˋ ݮ࡟のˋ1ۉ5年間ฏڈ४஋：աج
ɹɹɹɹ1.3ˋʗ5年ɹݮ࡟：ୡ成

東京都条例 29
822（t�年） 19
791（t�年） 33.�ˋ
஋ۉ४஋：200�-2007年度総$02ഉ出ྔ（t）ฏج
実੷஋：2020-2024年度の5年間で27ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ37.3ˋʗ2年ɹݮ࡟：見なしୡ成

横浜市条例 82.�9（t�ઍᶷ） 82.28（t�ઍᶷ） 0.5ˋ
४原単Ґ$02ഉ出ྔ（t）ج४஋：2018年度ج
実੷஋：2019-2021年度の3年間で3ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ3.�ˋʗ3年ɹݮ࡟：ୡ成

本学行動計画 ��7
148（G+） �27
878（G+） 5.9ˋ
（+G）ྔ༺࢖४஋：2017年度総ΤネルΪーج
実੷஋：2018-2021年度で4ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ27.1ˋʗ4年ɹݮ࡟：ୡ成

ʮઅిͱলΤωΨΠυϥΠϯʯͱͦͷޮՌʹͭいͯ

2021年度は、「અిとলΤネガイυライン」をࡦఆしました。ྫ年、目ඪ஋をఆめて全学を͛ڍてઅిɾলΤネに取
り組みましたが、新型コロナウイルス感染症感染֦大の影響により、਺஋的な目ඪを立てず、「અిとলΤネガイυライ
ン」によりઅిɾলΤネに取り組みました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭରࡦによる一部オンラインत業౳も行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらのྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。

2020年度の࠷大ిྗྔにରしては、大岡山は10.5ˋの૿Ճ（2019ൺ0.1ˋ૿）、すずかけ୆は3.�ˋの૿Ճ（2019ൺ
。となっています（ݮˋ2.3

2020年度の総ిྗ࢖༻ྔにରしては、大岡山は15.8ˋの૿Ճ（2019ൺ1.2ˋ૿）、すずかけ୆は10.2ˋの૿Ճ（2019
ൺ0.7ˋ૿）となっています。

˔����೥౓೥ؒ࠷େిྗͷઅి࣮ࢪঢ়گ

キャンパス ໿ిྗܖ
（kW）

2019年度
大ిྗ࠷
（kW）

2020年度
大ిྗ࠷
（kW）

2021年度
大ిྗ࠷
（kW）

b21�b20
年度ൺ
（ˋ）

େ Ԭ ࢁ 9
3�0 9
09� 8
24� 9
109 110.5ˋ
͔͚ͣ͢୆ �
000 5
832 5
500 5
700 103.�ˋ

˔����೥౓૯ిྗ࢖༻ྔͷઅి࣮ࢪঢ়گ

キャンパス
2019年度

総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

2020年度
総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

2021年度
総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

b21�b20
年度ൺ
（ˋ）

େ Ԭ ࢁ 32
594 28
479 32
9�9 115.8ˋ
͔͚ͣ͢୆ 2�
833 24
529 27
02� 110.2ˋ

˞大岡山は学ज़国ࡍ৘報ηンλーɾଂ前会ؗをআく
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&7ɾ'$7ʢిࣗؾಈंɾ೩ྉి஑ࣗಈंʣͷిݯΛ༻いͨڥ؀ෛՙܰݮ
2021年3月に大岡山キャンパスとすずかけ୆キャンパスにE7（ిؾ自動ं）およͼ1$4（パワーコンデΟγϣナー）

をઃஔし、大岡山キャンパスで開発実ূを行うܥ౷ڠௐʗ෼ࢄ型ΤネルΪーγスςϜ（Τネスワロー）に઀ଓし、2021
年4月より運༻を開࢝しました。また、2022年3月に大岡山キャンパスに'$7（೩ྉి஑自動ं）もઃஔしました。

কདྷ的に自動ंが持つ஝ΤネルΪーデόイス（஝ి஑、ਫૉ）は、カーボンニュートラルΤネルΪーγスςϜにおい
て高いજࡏ性を༗しており、今後の開発がظ଴されています。

大岡山キャンパスEV 大岡山キャンパスEV 大岡山キャンパスFCV

༺࠾ͷثػ཰ޮߴ
空ௐػや-E%র明のߋ新およͼলΤネվमにより、合計で152.3t-$02�年の$02ޮݮ࡟Ռをಘることができました。

空調機を高効率機器に更新 大岡山 すずかけ୆

物໊শݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟ 物໊শݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟

80प年記೦ؗ 3୆ ʵ1.9tʗ年 大岡山๺2߸ؗ �୆ ʵ0.1tʗ年

αークル౩2 1୆ ʵ0.5tʗ年 大岡山๺実ݧ౩2" 1୆ ʵ0.4tʗ年

ҹࣨ࡮ 1୆ ʵ0.5tʗ年 ྘がٰ1߸ؗ 4୆ ʵ0.2tʗ年

事務局1߸ؗ 3୆ ʵ3.1tʗ年 ྘がٰ3߸ؗ 1୆ ʵ1.3tʗ年

大岡山੢3߸ؗ 7୆ ʵ7.4tʗ年 #1ŋ#2౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

大岡山੢8߸ؗ（E） 15୆ ʵ37.1tʗ年 #1ŋ#2-"౩ 1୆ ʵ1.8tʗ年

大岡山੢8߸ؗ（W） �୆ ʵ27.0tʗ年 #1ŋ#2-#౩ 2୆ ʵ0.8tʗ年

大岡山੢9߸ؗ 4୆ ʵ1.1tʗ年 #1ŋ#2-$౩ 1୆ ʵ4.5tʗ年

石઒୆1߸ؗ 10୆ ʵ5.5tʗ年 G1౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

石઒୆2߸ؗ 1୆ ʵ0.1tʗ年 G4౩ 1୆ ʵ0.4tʗ年

石઒୆�߸ؗ 1୆ ʵ0.7tʗ年 G5౩ 4୆ ʵ1.�tʗ年

大岡山ೆ3߸ؗ 5୆ ʵ3.�tʗ年 +1౩ 2୆ ʵ0.�tʗ年

大岡山ೆ�߸ؗ 4୆ ʵ2.9tʗ年 R1౩ 2୆ ʵ0.5tʗ年

大岡山ೆ8߸ؗ 12୆ ʵ29.0tʗ年 R2౩ 4୆ ʵ0.1tʗ年

อ݈管理ηンλー 5୆ ʵ0.2tʗ年 41౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

大岡山๺1߸ؗ 3୆ ʵ0.1tʗ年

照明器具や外灯をLED型に更新・変圧器を高効率機器に更新 大岡山 すずかけ୆

物໊শ౳ݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟ 物໊শ౳ݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟

国ྲྀަࡍ会ؗ 43୆ ʵ2.8tʗ年 本ؗ 431୆ ʵ7.5tʗ年

大岡山ೆ8߸ؗ 10୆ ʵ0.1tʗ年 ֎౮ �୆ ʵ2.2tʗ年

石઒୆�߸ؗ 9୆ ʵ4.2tʗ年 G3౩ 394୆ ʵ2.2tʗ年
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６－４　化学物質管理

1353ର৅෺࣭౳ͷڥ؀த΁ͷഉग़཈੍؅ཧ
1RTR（1ollutant ReleaTe anE TSanTGeS ReHiTteS）੍ 度は、人の݈߁や生ଶܥに༗֐なおそれのある化学物࣭が、事

業所から環境（大ؾ、ਫ、౔৕）へഉ出されるྔおよͼഇغ物や下ਫにؚまれて事業所֎へҠ動するྔを、事業者が自ら
೺Ѳし、国にಧけ出て、国が公表する੍度です。ର৅となる化学物࣭は年間࢖༻ྔが1t以上のもので、本学ではクロロ
ϗルϜ、ジクロロメλン、ϊルマルーϔキαンの3物࣭が֘౰します。これら1RTRର৅物࣭のҠ動ྔとഉ出ྔの೺Ѳの
ํ法を表1にࣔします。

Ҡ動ྔは5-5߲でड़べたγスςϜ౳を༻いてᶄのഇغ物とᶅの下ਫとからࢉ出し、ഉ出ྔはᶃの࢖༻ྔとҠ動ྔのࠩ෼
からࢉ出します。その݁Ռを表2にࣔします。

この3年間のਪҠをみると、コロナՒの影響をडけた2020年度をআいて、࢖༻ྔの૿Ճに൐いҠ動ྔは૿Ճしていま
す。一ํのഉ出ྔは֓Ͷݮ少しており、環境中への์出は少なくなってきています。これは5-5߲にड़べたようにఆظ的
に環境へのഉ出がଟいՄೳ性のあるࣨڀݚへ環境ෛՙݮ࡟の஫ҙىשを行い、ݮ࡟取組の実ࢪが൓өされていることが
。えられます。Ҿきଓき本学では化学物࣭の環境中へのഉ出を཈੍するよう管理を進めますߟ

౳ͷഉग़཈੍؅ཧࡎ༹ػ΁ͷ༗ؾதおΑͼେڥ؀ۀ࡞ͳͲͷࣨݧ࣮
本学において、化学物࣭は、局所ഉؾ૷ஔ（ώューϜϑーυ౳）の

中で࢖༻することを原ଇとし、ࢄشした化学物࣭が実ࣨݧ಺およͼ環
境中へഉ出されることを཈੍しています。

局所ഉؾ૷ஔ಺の化学物࣭をؚむ空ؾはഉガスॲ理૷ஔで、༗ػ溶
。へ์出していますؾऩさせた後に、大ٵはਫにࢎ、ணٵは活性୸にࡎ

実ࣨݧ಺の化学物࣭のೱ度は、ఆظ的にଌఆ（作業環境ଌఆ）を実
しています。その݁Ռと指ඪ（管理ೱ度）をൺֱし、ద੾な環境でࢪ
あるかをධՁします。վળがඞ要なୈೋ、ୈࡾ管理区෼となった場合
は、局所ഉؾ૷ஔのഉؾೳྗや࢖༻ํ法などのվળを行っています。
ୈೋ、ୈࡾ管理区෼となった原Ҽ物࣭（ਤ1ࢀর）の取りѻいについ
ては、特に஫ҙىשをしています。

集計方法 報告区分

①使用量 化学物質管理支援システムを用いて集計した該当化学物質使用量 使用量

②廃棄物 実験廃液・廃棄物処理申請システムを用いて集計した該当化学物質廃液・
廃試薬・実験系廃棄物総量 移動量

③下水 下水に流出した該当化学物質量（分析値×下水量）

④大気 ①−｛②+③｝＝大気への放出量 排出量

表1　PRTR報告データの集計方法

年度 2019年度 2020年度 2021年度

化学物࣭（kH） ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ

クロロϗルϜ 7
729 �
779 950 �
545 5
�23 922 9
317 8
473 844

ジクロロメλン 10
080 8
5�2 1
518 7
553 �
�91 8�2 14
052 12
305 1
747

ϊルマルʵϔキαン 11
311 8
843 2
4�8 8
944 �
457 2
487 12
842 10
598 2
244

合計 29
120 24
184 4
93� 23
042 18
771 4
271 3�
211 31
37� 4
835

表2　PRTR対象物質の使用量・移動量・排出量

ΫϩϩϗϧϜ
��ˋ

δΫϩϩϝλϯ
��ˋ

ϊϧϚϧʵϔΩαϯ
�ˋ

ͦͷଞ
�ˋ

図1　第二、第三管理区分となった原因物質の件数の割合

ίϩφՒͷ����೥౓Λ
আいͯݮগ޲܏
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現୅人はଟくの時間をݐ物ࣨ಺でաごすことから、ࣨ಺空ؾがԚ染されると、そのॅډ者がばく࿐されることで݈߁
への悪影響が問題となります。ϗルϜアルデώυなどのش発性༗ػ化合物やคじんなどのࣨ಺の発生ݯとして、಺૷ࡐ
ྉ、Ո۩やి化੡඼、Ոఉ༻඼、ௐ理や٤Ԏ、೩মث۩など人の活動、そして֎ؾから৵ೖするものなどがあります。

1970年୅前൒におけるオイルγϣックにより、লΤネルΪーのためにྔؾ׵の௿ݮがਤられたとともに、ݐங物のؾ
ີ化が進められました。ߋにࣨ಺にはカーϖットやॄثなど઀ணࡎをଟ༻したものでߏ成されたことでࣨ಺における空
が見つからؾ査をしても原Ҽとなるපݕ、者がෆఆयૌ（ମௐが悪いという自覚症状はあるがॅډが悪化し、その࣭ؾ
ないこと）をૌえることとなりました。W)0ではこのような症状で、問題となるݐ物を཭れるとղফするものをγック
ビルデΟング症ީ܈（γックビル症ީ܈）とݺんでいます。ಉ様に、1990年୅ॅ୐の高ີؾ化、಺૷ࡐྉの変化により
ಉ様にࣨ಺空ؾԚ染、特にϗルϜアルデώυೱ度の上ঢによる問題をγックハウス症ީ܈とݺͼます。

ࣨ಺の空ؾをਗ਼ড়にอつには、ࣨ಺にԚ染物࣭をೖれない、持ちࠐまない、ࣨ಺でのԚ染物࣭の発生をྗۃ཈える、
ࣨ಺でのԚ染物࣭をཹめないようআڈし、一୴発生したԚ染物࣭は଎やかにഉআすることがج本となります。よって、
Ԛ染物࣭のࣨ಺発生ݯを特ఆし、ࣨ಺では࢖ྗۃ༻しないことが重要となります。γックハウス症ީ܈の主原Ҽとされ
たش発性༗ػ化合物に関しては、ް生࿑ಇলから13物࣭の指਑஋およͼT70$（Total 7olatile 0SHanic $ompounE、
総ش発性༗ػ化合物）の࢑ఆ目ඪ஋がࣔされました。表1にش発性༗ػ化合物の指਑஋についてࣔします。ここでࣔした
指਑஋は、現時点でೖखՄೳなಟ性に܎る科学的஌見から、ώトがそのೱ度の空ؾを一生֔にわたって摂取しても、݈
、しࡏがଘݯな影響はडけないであΖうと൑அされる஋です。指਑஋のର৅となっている物࣭は、ࣨ಺に発生֐への༗߁
。よりもࣨ಺のํがೱ度が高い物࣭およͼར༻Մೳなಟ性に関するデーλのある物࣭からબఆされていますؾ֎

ࣨ಺に発生してしまったものは、଎やかにഉআするためにはؾ׵がඞ要となります。ؾ׵とは、悪化したࣨ಺空ؾを
ਗ਼ড়な֎ؾとೖれ׵えるとڞに、೤やਫৠؾを取りআくのにも༗ޮです。ඞ要となるྔؾ׵については、目ඪとなるೱ
度（指਑஋）、ࣨ಺の発生ྔと֎ؾೱ度によりٻめることがՄೳとなります。

さて現ࡏの新型コロナウイルスも、ࣨ಺のԚ染物࣭であることから、ؾ׵を行うことがٻめられております。しかし、
感染者からのウイルスの発生ྔ、感染にࢸるまでのばく࿐ྔが෼からないため、ඞ要となるྔؾ׵をنఆすることがで
きません。そこでް生࿑ಇলは、ؾ׵の悪いີด空間を
ආけることが重要であることから、ػցؾ׵ઃඋがある
場合には、ࣨ಺ೱ度がݐங物Ӵ生法のೋࢎ化୸ૉのج४
஋である1000ppm以下になるようにྔؾ׵を֬อする
ことをఏҊしています。ؾ׵ઃඋがない場合、ؾ׵ઃඋ
༰ྔがෆ଍している場合には、૭開けؾ׵もਪ঑してい
ます。あくまでも、新型コロナウイルスの感染にࢸるೱ
度をྀߟしたྔؾ׵ではなく、ݐ物にಋೖされている׵
してくださいというҙ味となってい༺࢖ઃඋをਖ਼しくؾ
ます。

本学では、新型コロナウイルス感染ରࡦとして、ྫྷ暖
๪ظであっても、૭開けؾ׵を行うことをਪ঑している
とこΖであります。しかしながらݐங物において、ඞ要
以上に֎ؾをೖれることは、࢖༻ΤネルΪーの大෯なロ
スにつながり、環境อ全、4%GT、カーボンニュートラ
ルの観点から՝題があります。さらに、ࣨ಺温೤環境の
悪化にも関܎し、ウェルネス、生࢈性の観点からも問題
があります。本学においても理工ܥ総合大学として、科
学的な࠷新の஌見により運༻を൑அすることがٻめられ
るとߟえています。

表1　揮発性有機化合物の室内濃度指針値

ର৅物࣭ ࣨ಺ೱ度指਑஋ʦЖH�m3ʧ

ϗルϜアルデώυ 100

トルΤン 2�0

キγレン 200

パラジクロロベンθン 240

Τチルベンθン 3800

スチレン 220

クロルϐリϗス 1（0.2）

ϑλルࢎジ-n-ϒチル 17

ςトラデカン 330

ϑλルࢎジ-n-Τチルϔキγル 100

ダイアジϊン 0.29

アηトアルデώυ 48

ϑェϊϒカルϒ 33

T70$（࢑ఆ目ඪ஋） 400

ʙτϐοΫεʙ
　　　ʮࣨ಺ʹお͚ΔԽֶ෺࣭ͱؾ׵ରࡦʹお͚Δ՝୊ʯ

環境ɾࣾ会理工学Ӄ ݐங学ܥ
※तɹ鍵 直樹ڭ

ங学会のݐ題目で、一ൠࣾஂ法人日本ڀݚの「ڀݚղ明に関する一࿈のߏػͼԚ染ٴ状物࣭の実ଶ೺Ѳࢠͼཻٴにおけるガス࣭ؾ಺空ࣨ」तはڭ௚थݤ˞
2021年度日本ݐங学会৆	࿦文
をड৆しました。

鍵研究室HP：http://www.create.mei.titech.ac.jp/
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環境パフォーマンス

６－５　実験系産業廃棄物

実ݧഇӷはೋ࣍ચড়ਫまで回ऩし、࢈業ഇغ物（特別管理࢈業ഇغ物をؚむ）としてম٫または中࿨౳࣪ࣜॲ理を行って
います。ӷମഓ地は自然෼ղࠔ難な߅生物࣭౳をؚ༗する場合もあるため、本学では全ྔ回ऩしম٫ॲ理を行っています。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
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ഇࢼༀɾഇαϯϓϧ

ഇࢼༀɾഇαンプルྨは、༗ܥػɾແܥػそれͧれઐ門業者にҕୗし、ম٫およͼ࣪ࣜॲ理しています。2018年度は、
本学のഇࢼༀɾഇαンプルのഇغඅ༻౳の一部༗ঈ化前のۦけࠐみにより૿Ճしました。2021年度はキャンパス࠶開発
のため環境安全管理౩ഇࢭにともなう回ऩස度のݮ࡟により発生ྔが一時的にݮ少しました。

実ܗݻܥݧഇغ物は、࢈業ഇغ物としてম٫ɾ溶༥ॲ理を行い残ᕓはഇスラグとして౔৕վྑࡎ౳として࠶ར༻され
ています。ഇࢼༀの空ビン౳のガラスはスラグ化させるための重要なૉࡐとしてར༻されています。

実࢈ܥݧ業ഇغ物はଟ඼छの化学物࣭が෇ண、ؚ༗するためഇغ物の性状に合わせたదਖ਼ॲ理をしています。また、
ॲ理にあたりম٫時の೤回ऩや残ᕓのݯࢿ࠶化を重ࢹし、業者をબఆしています。
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9.89.8
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ಈͷ׆ҭڭɾڀݚ
発ԽʹΑΓ૿Ճ׆
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６－６　その他物資
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2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ

ンパス合計の上ਫ࢖༻ྔは、໿9.5ˋ૿Ճ
（2019年度ൺ13.1ˋݮ）となりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ
ରࡦにより一部オンラインत業౳も行って
いますが、昨年度にൺべてର面त業や実ݧ
が૿えたことによります。

্ਫಓ࢖༻ྔͷਪҠ

ྔ༺࢖ࢴ

ʢLHʣ

���� ೥౓���� ೥౓ ���� ೥౓���� ೥౓ ���� ೥౓���� ೥౓ ���� ೥౓���� ೥౓ ���� ೥౓���� ೥౓
�

��
���

��
���

��
���

��
���

��
���

��
���

��
���

͔͚ͣ͢୆
ాொʢෟଐߍߴʣ

େԬࢁ

��
�����
���

�
����
���

6,5216,521

��
�����
���

�
����
���

�
����
���

��
�����
���

�
����
���

�
����
���

��
�����
��� ��
�����
���

�
����
���
�
����
���

�
����
���
�
����
���

�����ˋ����ˋ����ˋ����ˋ����ˋલ೥౓ൺ

����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ

ンパス合計の紙の࢖༻ྔは、໿3.5ˋ૿Ճと
なりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ
ରࡦによりオンライン会ٞがఆணし、また
一部オンラインत業、ࡏ୐ۈ務౳も行って
いるため、ࢿྉ౳のిࢠഔମへのҠ行が進
んだことにより2019年度以前にൺべるとݮ
少していますが、昨年度にൺべてର面त業
が૿えたことやࡏ୐ۈ務から出ۈが૿えた
ことによりやや૿Ճとなっています。
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2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ
ンパス合計の下ਫ࢖༻ྔは、໿10.3ˋ૿Ճ

（2019年度ൺ12.9ˋݮ）となりました。
新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ

ରࡦにより一部オンラインत業౳も行って
いますが、昨年度にൺべてର面त業や実ݧ
が૿えたことによります。

Լਫಓ࢖༻ྔͷਪҠ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ
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ͱͯؔ͠ػڀݚอશٕज़ͷڥ؀
環境目標

（研究活動） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

持ଓ型ࣾ会の૑生にࢿする科学
ٕज़ڀݚをより一૚促進する。

生ՄೳΤネルΪーの取り組みにまつわ࠶
るトラϒル౳の問題ղܾのための、「地Ҭ
ஙߏ生ՄೳΤネルΪー計画学の࠶生型ڞ
を目指すڀݚ」、およͼプラスチックΰミ
による環境Ԛ染問題をղܾするための、

「微生物でつくる環境௿ෛՙ型プラスチッ
クのڀݚ」౳を行った。
また、化石೩ྉґଘから࠶生ՄೳΤネル
Ϊーへのస׵を目的として、θロカーボ
ンΤネルΪーڀݚ所をઃஔした。

1-̐
（5ท）
2-1

（�-9ท）

ຽがࢢ、会ࣾ、׭学࢈
࿈携したオープンイϊ
ベーγϣンで地球環境
ҡ持のڀݚ活動をؚめ、
Ҿきଓき、環境に関す
る問題のղܾとࣾ会へ
のؐݩを目指したڀݚ
をਪ進する。

ʓ

4
 �
 7
 9
 

12
 13
 

14
 15

環境目標
（社会貢献） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

ҭ成を通じ、զࡐ活動、人ڀݚ
が国のみならずੈքにݙߩする。

スςークϗルダーたる地ॅݩຽのํʑへ
の火山๷ࡂについての学शػ会のఏڙや、
学生による学಺ਗ਼૟活動を通じΰミを出
さない自覚を学生に促す活動を行い、ࣾ
会ݙߩにࢿする取り組みを行った。

4-1
（12-13ท）

஝ੵされたݧܦと஌ࣝ
をࣾ会にఏڙするとと
もに学शػ会をઃけて
を行ڙ的に৘報ఏۃੵ
い、ࣾ会への環境に関
するҙࣝ޲上活動をਪ
進する。

ʓ
4
 11
 

12
 15

ਓࡐҭ੒ͷڭҭؔػͱͯ͠
環境目標

（人材育成） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

持ଓ型ࣾ会の૑生に޲けて、環
境にରするҙࣝが高く๛෋な஌
ࣝを༗し、֤քのリーダーとな
りうる人ࡐをҭ成する。

大学においては、高いྙ理観をҭむ環境
関࿈のカリキュラϜをॆ実し、֤部局の
ઐ門෼໺におけるڭҭを行った。
環境関࿈科目は、学࢜՝ఔ23科目（Ԇべ
1
741人ड講）ɾ大学Ӄ՝ఔ45科目（Ԇべ
1
379人ड講）開講した。
また高ߍの֤学年においては、環境を題
とした学शを行うとともに、環境ল主ࡐ
催の์ࣹઢの環境影響に関する৘報発৴
プロジェクトである「͙͙るプロジェク
トɹラジΤーγϣンカレッジηミナー」
を行った。

3-1
3-2

（10-11ท）

持ଓՄೳなࣾ会のߏங
に޲け、実ફ的な環境
ҭをとおして、ৗにڭ
環境ɾ安全に配ྀし、
的に行動することۃੵ
ができる人ࡐのҭ成を
行うため、Ҿきଓき環
境関࿈ڭҭをਪ進す
る。

ʓ

4
 �
 7
 9
 

12
 13
 14
 

15
 17

環境目標
（環境意識の高揚） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

すべての役৬һおよͼ学生に環
境ڭҭɾܒ発活動を実ࢪし、大
学ߏ成һ全һの環境ํ਑౳にର
する理ղと環境に関するҙࣝの
高༲をਤる。

学಺における安全ɾ環境อ全のج本的な
上を目的とした全学޲えํおよͼҙࣝߟ
的講श会をオンラインで実ࢪした。 ̑-̑

（17-18ท）

実ࣨڀݚܥݧに所ଐす
る学生およͼڭ৬һ
が、環境ෛՙ௿ݮをҙ
ࣝし、安全で環境に༏
しい実ݧに取り組むよ
うҾきଓき講श会౳学
಺のڭҭをਪ進する。

ʓ �
 12
 14

環境目標と行動の達成度評価

環境目ඪは、本学の環境ํ਑にଇして計画を立てています。
ここでは目ඪୡ成のために行った2021年度の環境配ྀ活動を3ஈ֊でධ

Ձするとともに4%G4 への取り組み状況をࣔしました。
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ॴͱͯ͠ۀࣄऔΓ૊Ήʹݮෛՙͷ௿ڥ؀
環境目標

（環境負荷の低減） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

自らがٴ΅す環境へのෛՙを࠷
小ݶにཹめるため、環境目ඪと
これにͮجいた計画をࡦఆし、
実行する。

ΤネルΪー࢖༻について、અిɾলΤネ
マニュアルおよͼクールビζɾウΥーϜ
ビζ実ࢪポスλーを作成し、学಺प஌す
ることでݮ࡟ྔ༺࢖に౒めた。昨年度に
ൺべର面त業が૿え、ؾ׵しながらのྫྷ
暖๪運సを行ったこと౳からిྗ࢖༻ྔ
は12.1ˋ૿となった。なお、ガス࢖༻ྔ
は、ԕִत業をҾきଓき行っていること
౳により9.8ˋݮとなった。

5-3
	15ท

�-1
	19ท

�-2
	20ท


লΤネルΪーਪ進行動
計画	2018ʙ2021
の
ظ࣍、ऴධՁを行い࠷
行動計画をࡦఆし、ࢪ
ઃɾઃඋのߋ新౳を行
うとともに、Ҿきଓき
࢖ ༻ ྔ を ෼ ੳ し、 ֤
キャンパスにおいてল
Τネରࡦをਪ進する。

˚ 7
 13

化学物࣭管理について、新型コロナウイ 
ルス感染症֦大๷ࢭରࡦの؇࿨による実
 は43.8ˋ૿、1RTRྔ༺࢖開౳により࠶ݧ
物࣭のうちクロロϗルϜ、ジクロロメλ 
ン、ϊルマルʵϔキαンの年間࢖༻ྔは前
年度ൺ57.2ˋ૿、Ҡ動ྔは�7.2ˋ૿、ഉ
出ྔ（大์ؾ出ྔ）は13.2ˋ૿となった。

�-1
	19ท

�-4
	23-24ท


「化学物࣭管理ࢧԉγ
ス ς Ϝ（*"40 R�）」
による化学物࣭のݿࡏ
管理およͼ下ਫ道౳ഉ
ਫ෼ੳにより化学物࣭
のഉ出཈੍をਪ進す
る。

˚ �
 11
 12

実ݧഇӷについて、新型コロナウイルス
感染症֦大๷ࢭରࡦの؇࿨による実࠶ݧ
開と、実ݧ಺༰の変ભに൐い、発生ྔが
૿Ճした。ഇࢼༀɾഇαンプルについて
は、キャンパス࠶開発のための環境安全
管理౩ഇࢭに൐う回ऩස度のݮ࡟により
発生ྔが一時的にݮ少した。

�-1
	19ท

�-5
	25ท


Ҿきଓき࢖༻ྔを෼ੳ
し、実࢈ܥݧ業ഇغ物
ྔの௿ݮおよͼݯࢿの
༗ޮར༻をਪ進する。 ˚ 12

新型コロナウイルス感染症֦大๷ࢭରࡦ
の؇࿨によるର面त業が૿えたことによ
り紙3.5ྔ༺࢖ˋ૿、上ਫ道9.5ྔ༺࢖ˋ
૿、下ਫ道10.3ྔ༺࢖ˋ૿となった。

�-1
	19ท

�-�
	2�ท


Ҿきଓき学಺の3R活動
をਪ進し、֤࢖༻ྔを෼
ੳのうえ、ඞ要なରࡦお
よͼݕ౼をਪ進する。

˚ �
 12
 15

環境目標
（EMS） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

ੈքをリーυする理工ܥ総合大
学に;さわしい、より先進的な
環境マネジメントγスςϜをߏ
ஙし、ޮՌ的運༻を行うととも
に、ܧଓ的վળに౒める。

本学のڀݚɾڭҭ活動において、環境に
༗ӹな影響を༩える事߲、ෛՙを༩える
事߲をચい出し、環境อ全の取り組みに
౒めた。

1-3
	3-4ท

5-1
	14ท


Ҿきଓき本学のछʑの
活動に関する環境ଆ面
からのマネジメント活
動をਪ進する。

˓ 12
 13
 17

লΤネରࡦとして、-E%র明や高ޮ཰空
ௐػへަ׵ɾߋ新をੵۃ的に行うととも
にさらにޮՌを高めるため、空ௐ集中管
理γスςϜɾిྗ集中ݕ਑γスςϜによ
るΤネルΪーの見える化により環境配ྀ
型௿୸ૉキャンパス実現に޲けて活動し
た。

5-3
	15ท

�-1
	19ท

�-2
	20ท

�-3
	21-22ท


Ҿきଓき環境に配ྀし
た৬場環境のվળをਪ
進する。

˓ 7
 13

ΰミ෼別ɾ3R活動により環境ෛՙの௿ݮ
に౒めるとともに、ΰミの෼別ɾഉ出
ルールをప底するためe-ラーニングを通
じてप஌した。

5-4
	1�ท

�-1
	19ท


Ҿきଓきഇغ物ྔݮ化
およͼݯࢿ࠶化౳をਪ
進し、環境ෛՙ௿ݮに
取り組む。

˓ 4
 12

৬һおよͼ学生にରして化学物࣭管理に関ڭ
するオンライン講श会を実ࢪした。また「化
学物࣭管理ࢧԉγスςϜ（*"40 R�）」によ
り特に化学物࣭の環境へのഉ出がଟいࣨڀݚ
を特ఆし、環境ෛՙ௿ࡦݮの஫ҙىשを行っ
た。実ܥݧഇغ物回ऩ時には、ਃ੥಺༰との
੔合性とഇغ物の಺༰֬ೝを行い、ࣨڀݚへ
ద੾な指ಋとܒ発活動を行った。

5-5
	17-18ท

�-1
	19ท

�-4
	23-24ท


Ҿきଓき大学全ମの化
学物࣭の਺ྔおよͼྲྀ
れを೺Ѳし安全ରࡦを
講じ、環境ෛՙ௿ݮに
取り組む。 ˓

4
 �
 11

12
 14

˞ධՁج४は以下のとおりです（ධՁӈཝに֘౰する4%GTの17の目ඪ൪߸を記ࡌしました）
ʓɹ目ඪをୡ成したɹɹɹ˚ɹ一部目ඪをୡ成できなかったもののे෼な取り組みを行ったɹɹɹʷɹ環境目ඪにରする取り組みを行っていない
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ʮڥ؀ใࠂΨΠυϥΠϯ����ʯʹΑΔ߲໨ ʮ౦ۀ޻ژେֶڥ؀ใࠂॻ����ʯʹお͚Δ߲ࣄࡌه

環
境
報
告
の

基
礎
情
報

�ɽڥ؀ใࠂͷجຊతཁ݅ 
ท౳ʣ $POUFOUTࡌܝ 1�
ʢ�ʣ ใࠂର৅૊৫ɾର৅ؒظ
ʢ�ʣ ج४ɾΨΠυϥΠϯ౳
ʢ�ʣ ڥ؀ใࠂͷશମ૾

$POUFOUTɺج���ຊతཁ݅

�ɽओͳ࣮੷ධՁࢦඪͷਪҠ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
ʢ�ʣ ओͳ࣮੷ධՁࢦඪͷਪҠ ໨ඪͱ行ಈͷୡ੒౓ධՁڥ؀

環
境
報
告
の
記
載
事
項

�ɽܦӦ੹೚ऀͷίϛοτϝϯτ �ท౳ʣ 1ࡌܝ
ʢ�ʣ ॏཁͳڥ؀՝୊΁ͷରԠʹؔ͢ΔܦӦ੹೚ऀͷίϛοτϝϯτ ͋͝いͭ͞
�ɽΨόφϯε 
�ท౳ʣ 1ࡌܝ �

ʢ�ʣ ऀۀࣄͷΨόφϯεମ੍
ʢ�ʣ ॏཁͳڥ؀՝୊ͷ؅ཧ੹೚ऀ
ʢ�ʣ  ॏཁͳڥ؀՝୊ͷ؅ཧʹお͚Δऔక໾ձٴͼܦӦۀ຿ࣥ行૊৫ͷ໾ׂ

���૊৫ߏ੒

�ɽεςʔΫϗϧμʔΤϯήʔδϝϯτͷঢ়گ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
ʢ�ʣ εςʔΫϗϧμʔ΁ͷରԠํ਑
ʢ�ʣ ࣮ͨ͠ࢪεςʔΫϗϧμʔΤϯήʔδϝϯτͷ֓ཁ

ಈ׆อશڥ���؀

�ɽϦεΫϚϝδϝϯτ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
ʢ�ʣ  ϦεΫͷಛఆɺධՁٴͼରԠํ๏ɾશࣾతͳϦεΫϚωδϝϯτ

ʹお͚ΔҐஔ෇͚
���େֶॾ׆ಈʹ൐͏ڥ؀తଆ໘ͱͦͷରԠɺڥ؀໨ඪͱ行ಈͷୡ
੒౓ධՁ

�ɽϏδωεϞσϧ 
�ท౳ʣ 1ࡌܝ �
 �
 �
 �
 ��
 ��
ʢ�ʣ ऀۀࣄͷϏδωεϞσϧ ࿈ΧϦؔڥ಺༰ɺ���؀ڀݚ࿈ؔڥઌ୺ͷ؀࠷���ຊతཁ݅ɺج���

ΩϡϥϜͷॆ࣮ɺ���ෟଐՊֶٕज़ߴ౳ֶߍʹお͚Δڭڥ؀ҭ
�ɽόϦϡʔνΣʔϯϚωδϝϯτ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��

ʢ�ʣ όϦϡʔνΣʔϯͷ֓ཁ
ʢ�ʣ άϦʔϯௐୡͷํ਑ɺ໨ඪɾ࣮੷
ʢ�ʣ ڥ؀഑ྀ੡඼ɾαʔϏεͷঢ়گ

���Ұൠഇغ෺ʹΑΔڥ؀ෛՙ௿ݮͷऔΓ૊Έɺڀݚ���ɾڭҭ׆
ಈͱڥ؀ෛՙͷશମ૾

�ɽ௕ظϏδϣϯ 
�ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
ʢ�ʣ ௕ظϏδϣϯɾઃఆؒظ తଆ໘ͱͦͷରԠŊڥಈʹ൐͏؀׆਑ɺ���େֶॾํڥ���؀ ڥ؀

໨ඪͱ行ಈͷୡ੒౓ධՁ
�ɽઓུ 
�ท౳ʣ 1ࡌܝ �
 �
 �

ʢ�ʣ ࣋ଓՄೳͳࣾձͷ࣮ऀۀࣄ͚ͨ޲ʹݱͷۀࣄઓུ ͋͝いͭ͞ɺํڥ���؀਑ɺ���૊৫ߏ੒ʢ&.4ମ੍ʣɺ���Պֶٕ
ज़૑੒ڀݚӃθϩΧʔϘϯΤωϧΪʔڀݚॴͷઃஔ

�ɽॏཁͳڥ؀՝୊ͷಛఆํ๏ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
ʢ�ʣ ͕ऀۀࣄॏཁͳڥ؀՝୊Λಛఆͨ͠ࡍͷखॱ
ʢ�ʣ ಛఆͨ͠ॏཁͳڥ؀՝୊ͷϦετɾॏཁͰ͋Δͱ൑அͨ͠ཧ༝
ʢ�ʣ ॏཁͳڥ؀՝୊ͷό΢ϯμϦʔ

���େֶॾ׆ಈʹ൐͏ڥ؀తଆ໘ͱͦͷରԠɺ���লΤωϧΪʔͱ
$0⒪ରࡦͷऔΓ૊Έɺڥ؀໨ඪͱ行ಈͷୡ੒౓ධՁ

��ɽऀۀࣄͷॏཁͳڥ؀՝୊ 
�ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
ʢ�ʣ औ૊ํ਑ɾ行ಈܭը
ʢ�ʣ ࣮੷ධՁࢦඪʹΑΔऔ૊໨ඪͱऔ૊࣮੷
ʢ�ʣ ࣮੷ධՁࢦඪͷࢉఆํ๏ɾ集ൣܭғ
ʢ�ʣ  ใཱͨ͠ݽʹ߲ࣄࠂୈऀࡾʹΑΔอূ͕෇༩͞ΕͯいΔ৔合͸ɺ

ͦͷอূใࠂॻ

ݟҙऀࡾ໨ඪͱ行ಈͷୡ੒౓ධՁɺୈڥ਑ɺ؀ํڥ���؀

主
な
環
境
課
題
と
そ
の
実
績
評
価
指
標

�ɽީؾมಈ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
ʢ�ʣ ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔɾݪ୯Ґ
ʢ�ʣ ΤωϧΪʔ࢖༻ྔʢ಺༁ɾ૯ΤωϧΪʔɾ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔʣ

ɺྔ༺࢖ෛՙͷશମ૾ɺ���ΤωϧΪʔڥಈͱ؀׆ҭڭɾڀݚ���
���লΤωϧΪʔͱ$0⒪ݮ࡟

�ɽਫݯࢿ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
ʢ�ʣ ਫݯࢿ౤ೖྔɾݪ୯Ґ
ʢ�ʣ ഉਫྔ

ࢿෛՙͷશମ૾ɺ���ͦͷଞ෺ڥಈͱ؀׆ҭڭɾڀݚ���

�ɽੜ෺ଟ༷ੑ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
 ��
 ��
ʢ�ʣ ׆ۀࣄಈ͕ੜ෺ଟ༷ੑʹٴ΅͢Өڹɾґଘ͢Δঢ়گͱఔ౓
ʢ�ʣ ੜ෺ଟ༷ੑͷอશʹ͢ࢿΔ׆ۀࣄಈ
ʢ�ʣ ֎෦εςʔΫϗϧμʔͱͷڠಇͷঢ়گ

഑ྀͷऔΓ૊ڥಈɺ���Ωϟϯύε੔උʹお͚Δ؀׆อશڥ���؀
Έɺ���লΤωϧΪʔͱ$0⒪ݮ࡟ɺ���Խֶ෺࣭؅ཧ

�ɽݯࢿ॥؀ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
ʢ�ʣ  ݯࢿͷ౤ೖʢ࠶ੜෆೳɾ࠶ੜՄೳݯࢿ౤ೖྔɺ॥؀ར༻ࡐͷྔɺ

ར༻཰ʣ
ʢ�ʣ ݯࢿͷഇغʢഇغ෺౳ͷ૯ഉग़ྔɾ࠷ऴॲ෼ྔʣ

���Ұൠഇغ෺ʹΑΔڥ؀ෛՙ௿ݮͷऔΓ૊Έɺڀݚ���ɾڭҭ׆
ಈͱڥ؀ෛՙͷશମ૾

�ɽԽֶ෺࣭ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
ʢ�ʣ Խֶ෺࣭ͷஷଂྔɾഉग़ྔɾҠಈྔɾऔѻྔ ���Խֶ෺࣭ʹΑΔڥ؀ෛՙ௿ݮͷऔΓ૊Έɺ���࣮ۀ࢈ܥݧഇغ෺
�ɽԚછ༧๷ 
��ท౳ʣ 1ࡌܝ ��
 ��
 ��
 ��
 ��

ʢ�ʣ ๏ྩ९कͷঢ়گ
ʢ�ʣ େؾԚછ੍߲ن໨ͷഉग़ೱ౓ɺେؾԚછ෺࣭ഉग़ྔ
ʢ�ʣ ഉਫ੍߲ن໨ͷഉग़ೱ౓ɺਫ࣭Ԛ୙ෛՙྔ
ʢ�ʣ ౔৕Ԛછͷঢ়گ

ෛՙͷશମ૾ɺ���লΤωϧΪʔͱ$0⒪ڥಈͱ؀׆ҭڭɾڀݚ���
෺غഇۀ࢈ܥݧɺ���Խֶ෺࣭؅ཧɺ���࣮ݮ࡟

「環境報告ガイドライン2018」との対照表
以下は、環境ল「環境報告ガイυライン2018」と本学「環境報告書2022」の記ࡌ事߲とのରর表です。
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所ڀݚ会ࣾ小中総合ࣜג

୅表取క役ɹ小中 庸夫 氏

ຽ間で௕年に࿱り৹査（*4014001、E"21౳）や
環境コンαルをݧܦしてきたࢹ点で、本報告書をഈ
見させていただきました。以下に感じた点について
ड़べます。

【環境報告書の構成】
環境問題へのରԠのため、大学がՌたす࢖命であ

る「環境にݙߩする科学ٕज़ڀݚ」、「環境ڭҭと人
大学自਎の環境ෛՙ௿」、「活動ݙߩ会ࣾ」、「ҭ成ࡐ
。について環境報告書に໢ཏされています「ݮ

༏れた಺༰を記ࡌしている֤ষがಠ立しているҹ
৅をडけました。報告書のはじめに、東工大が目指
すকདྷ૾と環境報告書にࡌܝされている֤ষとのつ
ながりを෼かりやすくࣔした「ྫえば、東工大のক
དྷに޲けた環境の取り組み၆ᛌਤ」をࡌܝすると、
全ମのつながりがྑくなるとߟえます。

【環境問題解決に向けた最新の研究開発紹介】
2021年�月に開ઃしたθロカーボンΤネルΪーݚ

生ՄೳΤネルΪー࠶生型ڞ活動಺༰、地Ҭڀݚ所のڀ
計画学の取り組み಺༰、微生物でつくる環境௿ෛՙ
型プラスチックのڀݚ開発事ྫを঺հしています。
今࠷も関心が高い՝題のΤネルΪーฒͼにഇغ物問
題に取り組む東工大のੵۃ的な࢟੎をӐえました。
今後、࠷新のڀݚ開発を঺հするとともに、東工大
が大きく寄༩し実現した環境ෛՙ௿ٕݮज़も঺հす
ると、東工大のաڈ、現ࡏ、ະདྷにରする༏れた寄
༩をଟくの人に఻えることができるとߟえます。

開発঺հで「Q�"コーナー」があり、঺հ಺ڀݚ
༰に਌しみを持つことができました。࿮を෇けられ
ていますが、঺հ文面と࿈ଓしている感じがあるの
で、ֆや写真౳をૠೖし、より਌しみқくすること
をظ଴します。

【省エネルギーとCO2削減の取組】
本ؗにଠཅ光発ిઃඋのઃஔ、高ޮ཰ثػの࠾༻

（空ௐػɾ変ѹثの高ޮ཰ثػへのߋ新、র明の-E%
化౳）、E7ɾ'$7ंಋೖ、「અిとলΤネガイυライ
ン」によるઅిɾলΤネ活動のప底౳によりলΤネ
目ඪฒͼにলΤネ法や৚ྫのج४஋ୡ成をධՁしま
す。2050年カーボンニュートラルに޲けて$02ݮ࡟
の要ٻがӹʑ高まりますので、௕ࢹظ点に立ったল
Τネ、$02ݮ࡟計画をࡦఆし、਱行されることをظ
଴します。

【化学物質の管理および実験廃棄物の適正処理】
大学はڀݚ開発のためにଟくの化学物࣭を࢖༻し

ており、管理がෆे෼な場合には事ނや環境Ԛ染を
発生している事ྫがあります。東工大では「化学物
࣭管理ࢧԉγスςϜ」、「実ݧഇӷɾഇغ物ॲ理ਃ੥
γスςϜ」を活༻し、�ສ本のༀ඼のݿࡏ管理、࢖༻
される3ʙ4ສ本のༀ඼から生じるഇغ物管理をప底
していることがྑく෼かりました。今後とも管理レ
ベルを޲上させるとڞに、ϊウハウをଞの大学へも
ఏڙしてください。

開発をڀݚҭ成およͼࡐ先୺ٕज़の人࠷、後に࠷
されている東工大の環境報告書へのୈࡾ者ҙ見のػ
会を௖き༗難うご͟いました。

第三者意見

2022年7月27日実施の監査風景
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私は昨年から環境報告書作成ワーキンググループの主査を務めておりますが、まず、今年の東工大環境報告書作
成に携わった皆様に心より感謝いたします。毎年、環境月間特別講演会も本ワーキンググループで主催させていた
だいており、その講演を通して、人間活動が地球温暖化を促進させていることは科学的にも明らかで、カーボン
ニュートラルの取り組みは大変に重要であることがわかりました。

私は生命科学者ですので、旅行に行く度にその場所に生息している生物に興味を持ち、また、地球の自然環境を
愛してきました。今年の報告書の表紙の写真は、新型コロナウイルス感染症パンデミック前に訪れたハワイ島プル
ナウ黒砂海岸でアオウミガメが上陸してきたときの写真です。表紙の写真ですので、ウミガメが主役なのですが、
今回の話題にしたいのはこの海岸の黒砂です。コナ空港が黒い溶岩塊の上にありますように、ハワイ島はいまだに
黒い溶岩の塊の島であることは訪れるとわかります。この黒い溶岩の塊が砕けて砂になり、このような黒砂海岸に
なったと思われます。また、2021年10月に小笠原諸島の海底火山が噴火して発生した黒い軽石が沖縄をはじめ日
本列島沿岸に押し寄せてきたことが報道されたのを覚えておいででしょうか。この黒い軽石により船舶の運行など
に影響が出て問題になりました。観光業の面から、白砂ビーチがこの黒い軽石で埋め尽くされたら景観がどうなる
かも心配されていましたが、私個人はハワイ島の黒砂のようでも悪
くないかなとは思いました。しかし、つい先日、沖縄を訪問した時
には、軽石が海面に浮いていることはなく、ビーチには少し残って
いる状況でした（写真）。黒砂海岸のように砂浜全面が真っ黒では
ないので、現時点では美しくない感じでありますが、黒い軽石は指
でつまむと簡単に砕けてしまうので、以前の白っぽい砂と一緒に
なって馴染んでいくものと思われます。それも個性なのかなと思い
ます。

実は、この編集後記紙面では、海洋を漂うマイクロプラスチック
を集めて顕微鏡写真をお見せしようと計画したのですが、ちょっと
難しいようでした。ウミガメなどがポリ袋を食べてしまったという
ことも報告されていますが、プラスチックも海洋中で砕けてマイクロメートルレベルにまで小さくなっていくよう
です。顕微鏡ではないと見えないくらいに小さくなったプラスチックを生物（人間も）が摂取していると言われて
います。このマイクロプラスチックの生物や地球への影響に関しては、今後のワーキンググループの宿題とさせて
いただこうと思います。

編 集 後 記

「東京工業大学 環境報告書2022」は、以下のQRからも詳細をご覧いただけます。
ダイジェスト英語版は、11月より公開いたしますので併せてご高覧いただければ幸いです。

環境報告書2022 環境報告書2022ダイジェスト 環境報告書2022ダイジェスト英文

2022年9月
環境報告書2022作成ワーキンググループ
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